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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【小規模企業だから可能な「英断」】…２面／
ここまで来た天然ガストラック新時代【天然ガス自動車の普及に向けて】…３面／食の
新旧街道を行く【魚食文化の道③ 骨までうまい｢おこぜ｣】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,809 103.7%

一　般 ― 101.3%
宅配便（千個） 307,987 112.3%

輸送統計
平成29年1月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計

2
（−1）

18
（2）

26
（−1）

46
（±0）

交通事故死者数（人）
2月28日現在 4月13日現在

570
（−40）

970
（−91）

全国の死亡
事故件数

559
（−25）

平成29年2月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

4/15〜5/14  1414
5/15〜6/14  3859

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

6 ・��「引越安心マーク」
　　　　認定事業者訪問
やまと運輸㈱（大阪府）

4・5
�＜特集＞熊本地震発生から1年
《第1部》熊本県トラック協会における

熊本地震発生時の取り組み
《第2部》写真で見る・熊本地震における

緊急支援物資輸送の記録

８ ・�女性の輝く現場から
�トラガールのお仕事。
��㈱暁興産（三重県）

タンクローリーによるアスファルト輸送を行う
㈱暁興産の櫻井 千夏さん

7 ・トラックステーション
（TS）GW休業案内

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
４
月
14
日
21
時
26
分
の

前
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

・
５
︑
最
大
震
度
７
）
の
発

生
を
受
け
︑
熊
本
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
住
永
豊
武
会
長
）

と
と
も
に
速
や
か
に
﹁
災
害

対
策
本
部
﹂
を
設
置
︒
さ
ら

に
︑
同
16
日
１
時
25
分
に
発

生
し
た
本
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
３
︑最
大
震
度
７
）

に
よ
り
家
屋
損
壊
が
多
く
発

生
し
︑
避
難
者
が
急
増
し
た

の
に
伴
い
︑﹁
プ
ッ
シ
ュ
型
﹂

の
支
援
物
資
を
搬
入
す
る
体

制
を
確
保
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑
全
ト
協
は
︑

本
震
発
生
か
ら
３
日
後
と
な

る
同
19
日
15
時
ま
で
に
︑
約

　

熊
本
地
震
に
お
け
る
緊
急

支
援
物
資
輸
送
で
は
︑
民
間

の
物
流
施
設
を
活
用
す
る
こ

と
の
有
用
性
等
が
再
認
識
さ

れ
た
︒
国
土
交
通
省
で
は
今

年
４
月
11
日
︑
全
国
の
民
間

物
資
拠
点
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

90
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
︑

毛
布
約
４
万
８
０
０
０
枚
︑

飲
料
水
約
12
万
本
︑
カ
ッ
プ

麺
約
20
万
食
︑
パ
ン
約
22
万

食
等
を
輸
送
す
る
な
ど
機
動

力
を
発
揮
︒
そ
の
後
も
︑
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
関

係
事
業
者
等
と
と
も
に
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
力
を
結
集

し
︑
合
計
１
２
７
２
台
が
緊

急
支
援
物
資
輸
送
を
展
開
し

た
（
表
）︒

　

ま
た
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
を
通
じ
て
義
援
金
を

募
集
︒
１
億
円
を
熊
本
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
被
災
地
に

寄
付
し
た
︒

や
官
民
の
災
害
時
協
力
協
定

の
締
結
促
進
を
図
る
と
と
も

に
︑
災
害
時
に
民
間
物
資
拠

点
の
活
用
可
能
性
を
高
め
る

等
の
観
点
か
ら
︑
平
成
25
年

に
発
行
し
た
﹁
広
域
物
資
拠

点
開
設
・
運
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
﹂
の
改
訂
を
発
表
︒
よ
り

災
害
に
強
い
物
流
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
動
き
出
し
た
︒

　

短
期
間
で
２
度
の
激
震
に

見
舞
わ
れ
る
と
い
う
︑
稀
に

見
る
災
害
と
な
っ
た
熊
本
地

震
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で

は
︑
熊
本
地
震
の
貴
重
な
経

験
を
活
か
し
な
が
ら
︑
次
の

災
害
に
備
え
て
緊
急
物
資
輸

送
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
こ
の
ほ

ど
︑
荷
役
作
業
に
お
け
る
死

亡
災
害
の
約
８
割
を
占
め
る

荷
役
５
大
災
害
（
①
墜
落
・

転
落
︑
②
荷
崩
れ
︑
③
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
使
用
時
の
事

故
︑
④
無
人
暴
走
︑
⑤
後
退

時
の
事
故
）
を
防
止
す
る
た

め
の
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
（
写
真

㊧
）
を
作
成
し
た
︒

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
︑（
独
）

労
働
者
健
康

安
全
機
構
労

働
安
全
衛
生

総
合
研
究
所

が
調
査
し

た
︑
陸
運
業

の
荷
役
作
業

に
お
け
る
死

亡
災
害
の
原

因
を
基
に
︑

災
害
の
種
類

ご
と
に
﹁
チ

ェ
ッ
ク
項
目
﹂

﹁
チ
ェ
ッ
ク

（
○
︑
△
︑

×
の
記
入
）﹂

﹁
改
善
方
針

等
（
問
題
点

と
そ
れ
に
対

す
る
改
善
方

針
︑
実
施
時

期
等
）﹂
を
具
体
的
に
明
記

し
て
い
く
こ
と
で
︑
当
該
事

業
者
で
安
全
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も
の
︒

　

同
リ
ス
ト
は
︑
運
送
事
業

者
と
荷
主
・
元
請
事
業
者
等

が
特
に
重
点
的
に
確
認
・
実

施
す
べ
き
事
項
を
ま
と
め
て

お
り
︑﹁
陸
運
事
業
者
用
﹂﹁
荷

主
・
配
送
先
・
元
請
事
業
者

等
用
﹂
の
２
種
類
が
あ
る
︒

　

同
機
構
で
は
︑
同
調
査
結

果
概
要
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト﹁
陸

上
貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

重
大
な
労
働
災
害
を
防
ぐ
た

め
に
は
︱
︱
荷
役
作
業
時
の

死
亡
災
害
に
み
る
災
害
パ
タ

ー
ン
別
の
主
な
原
因
と
対

策
﹂（
写
真
㊨
）
も
公
表
し

て
お
り
︑
併
せ
て
参
考
に
さ

れ
た
い
︒

　

な
お
︑
同
リ
ス
ト
︑
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
ほ
か
︑
同
機
構
お

よ
び
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

Ｈ
Ｐ
か
ら
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　

昨
年
４
月
に
発
生
し
た
﹁
平
成
28
年
熊

本
地
震
﹂
か
ら
１
年
が
過
ぎ
た
︒
４
月
14

日
夜
に
発
生
し
た
前
震
︑
そ
し
て
同
16
日

未
明
に
発
生
し
た
本
震
と
︑
熊
本
地
方
に

は
最
大
震
度
７
の
激
震
が
２
度
襲
い
︑
町

内
の
98
％
に
あ
た
る
約
１
万
棟
が
損
壊
し

た
益
城
町
な
ど
︑
熊
本
県
東
部
・
南
部
で

は
深
刻
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
︑
最
大
18
万

人
も
の
避
難
者
が
発
生
し
た
︒
多
く
の
被

災
者
の
命
を
守
る
べ
く
︑
政
府
は
被
災
地

の
要
望
を
待
た
ず
し
て
緊
急
支
援
物
資
を

調
達
・
搬
送
す
る
﹁
プ
ッ
シ
ュ
型
﹂
の
物

資
支
援
を
初
め
て
本
格
的
に
実
施
︒
こ
れ

を
受
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
緊
急
物
資
輸
送
に
全
力
を
挙
げ

た
︒

　

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
現

地
で
の
緊
急
支
援
物
資
輸
送
へ
の
対
応
に

あ
た
っ
た
︑
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
（
関
連
４
・
５
面
）︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
こ

の
ほ
ど
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が

第
１
当
事
者
と
な
る
﹁
平
成

28
年
中
の
交
通
事
故
統
計
分

析
結
果
﹂（
発
生
地
別
）
を

公
表
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、

警
察
庁
が
把
握
し
て
い
る
全

国
の
交
通
事
故
統
計
デ
ー
タ

に
つ
い
て
、
①
事
故
件
数
②

発
生
地
別
③
道
路
区
分
別
④

車
両
区
分
別
⑤
事
故
類
型
別

⑥
行
動
類
型
別
⑦
時
間
帯
別

⑧
危
険
認
知
速
度
別
⑨
年
齢

層
別
⑩
運
転
免
許
取
得
年
数

別
︱
︱
等
の
基
礎
デ
ー
タ
の

ほ
か
、
車
両
区
分
別
の
事
故

類
型
別
や
行
動
類
型
別
な
ど 

詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
故
統
計
分
析
結
果

に
よ
る
と
︑
28
年
１
月
～
12

月
の
死
亡
事
故
件
数
は
２
５

８
件
と
︑
対
前
年
比
50
件
減

と
な
っ
た
︒
営
業
用
ト
ラ
ッ

ク
に
対
す
る
１
万
台
当
た
り

死
亡
事
故
件
数
は﹁
２
・
１
﹂

と
な
り
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に

お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２

０
０
９
﹂
の
目
標
で
あ
る
﹁
２

・
０
﹂
達
成
に
は
︑
さ
ら
な

る
事
故
防
止
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
︒

　

な
か
で
も
︑
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る

交
差
点
に
お
け
る
対
歩
行
者

・
自
転
車
の
死
亡
事
故
（
62

件
）
は
︑追
突
事
故
（
44
件
）

の
１
・
４
倍
で
あ
り
︑
左
折

死
亡
事
故
は
︑
８
割
以
上
が

大
型
車
で
あ
り
︑
対
自
転
車

（
19
件
）
は
対
歩
行
者
（
７

件
）
の
約
３
倍
に
も
上
っ
て

い
た
︒
さ
ら
に
︑
右
折
死
亡

事
故
は
︑
９
割
以
上
が
対
歩

行
者（
13
件
）と
な
っ
て
い
た
︒

　

こ
の
た
め
全
ト
協
で
は
︑

左
折
巻
き
込
み
防
止
対
策
と

し
て
︑
車
両
総
重
量
７
・
５

㌧
以
上
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
側
方
視
野
確
認
支
援
装
置

（
車
載
カ
メ
ラ
）
導
入
へ
の

助
成
事
業
を
開
始
す
る
ほ

か
︑
車
両
総
重
量
３
・
５
㌧

以
上
８
㌧
未
満
の
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
を
対
象
に
︑
衝
突
被

害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置
導
入

促
進
助
成
事
業
を
実
施
す
る
︒

　

こ
の
分
析
結
果
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
可
能
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
は
︑
こ
の
中
か

ら
一
部
を
抜
粋
し
︑
掲
載
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
折
込
む
︒

対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

荷
役
５
大
災
害
防
止
目
指
す

厚労省 事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と
な
っ
た
死
亡
事
故
（
概
要
）

死亡事故件数  前年比50件マイナスに
平成28年中   全ト協　統計分析結果を公表

「
広
域
物
資
拠
点
開
設
・
運
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

政
府
が
見
直
し
、
改
訂
版
公
表

業界の力を結集し緊急物資輸送に尽力
災
害
に
強
い
物
流
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
体
制
強
化
へ

「熊本地震発生から1年」

　労働災害は長期的には減少傾向に

ありますが、陸上貨物運送事業におけ

る労働災害は引き続き多く発生してい

ます。従業員が安全に、そして安心し

て仕事を行うためには、運送事業者と

荷主企業が協力し、徹底して労働災害

防止に取り組む必要があります。

　本冊子では、陸上貨物運送事業にお

ける労働災害について、平成25年に死

亡災害に至った実際の事例を紹介する

とともに、災害パターン別の労働災害

防止対策について紹介していきます。

独立行政法人労働者健康安全機構　労働安全衛生総合研究所

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

荷役作業時の死亡災害にみる
災害パターン別の主な原因と対策

陸上貨物運送事業における

重大 労働災害
を防ぐためには

な

その他
21.1％

無人暴走
15.8％

フォークリフト
使用時
17.5％

荷崩れ
19.3％

墜落・転落
21.1％

後退時
5.3％

平成25年に発生した陸上貨物運送事業の荷役作業時の死亡災害
（労働安全衛生総合研究所の調べによる分析結果）

表　熊本地震における物資供給の状況
○主な供給品目リスト

食料　約278万食 生活用品

パン・おにぎり・パックご飯 約125万食 肌着・下着・ソックス 約20万枚
カップ麺 約60万食 マスク 約170万枚
レトルト食品 約33万食 ハンドソープ 約13万個
缶詰 約36万食 ウエットティッシュ 約16万個
栄養補助食品 約13万食 ボディーシート 約6万個
米 約125トン 土嚢袋 約1万枚
水 約24万本 簡易トイレ（便袋含む） 約20万本
清涼飲料水 約18万本 トイレットペーパー 約7万ロール

など など

・４月１７日㈰から１９日㈫までの３日間はパン、カップ麺などカロリーを重視した支
援を、４月２０日㈬から２２日㈮までの３日間は缶詰やレトルト食品などバリエーシ
ョンを増やした支援を実施。

・４月２３日㈯から 25 日㈪までの３日間は、被災者のニーズに応じて、おかずと
なる食品や子供・高齢者向けの食品で、保存性の高い食品を中心に提供。

・４月２６日㈫以降は、保存性の高い食品を中心に被災者のニーズに合わせて
必要な食品を随時提供。大型連休中のニーズに機動的に対応できるよう、
必要な食品を一定量まとめて提供。

（出典：「平成 28 年（2016 年）熊本県熊本地方を震源とする地震に係る被害状況等につ
いて」政府非常災害対策本部）
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ニ
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ニ
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ニ
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N
ew

s 2017.4.1—
4.15

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
中
小
企

業
が
圧
倒
的
に
多
い
︒
そ
し
て﹁
我

々
中
小
事
業
者
は
︙
︙
﹂
と
い
う

の
が
枕ま

く
ら
こ
と
ば詞
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

大
抵
は
︑
そ
の
次
に
﹁
︙
︙
何
々

だ
か
ら
で
き
な
い
（
ム
リ
だ
）﹂

と
い
う
否
定
的
な
言
葉
が
続
く
︒

確
か
に
︑
中
小
企
業
と
し
て
の
限

界
が
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
︒だ
が
︑

そ
の
逆
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

大
手
・
中
堅
で
は
即
断
即
決
は
難

し
い
が
︑
小
規
模
企
業
だ
か
ら
こ

そ
︑
経
営
者
が
そ
の
気
に
な
れ
ば

即
可
能
と
い
う
の
は
﹁
長
所
﹂
で

あ
り
﹁
強
み
﹂
だ
︒

　

保
有
車
両
数
が
３
㌧
車
か
ら
10

㌧
車
ま
で
13
台
と
︑
軽
ト
ラ
ッ
ク

が
４
台
と
い
う
事
業
者
が
い
る
︒

保
管
な
ど
も
行
っ
て
い
る
の
で
従

業
員
数
は
23
人
︒
こ
の
事
業
者
が

３
年
前
と
２
年
前
に
︑
年
間
の
人

件
費
総
額（
法
定
福
利
費
を
含
む
）

を
３
０
０
万
円
ず
つ
増

額
し
た
︒
そ
し
て
︑
昨

年
度
は
年
間
１
０
０
０

万
円
増
の
予
算
を
組
ん

だ
︒
さ
ら
に
今
後
２
︑

３
年
で
﹁
賃
金
水
準
を

県
内
の
全
産
業
平
均
ま

で
底
上
げ
す
る
﹂
こ
と

を
考
え
て
い
る
︒

　

同
社
は
所
定
内
労
働

時
間
が
７
時
間
30
分
と
短
い
︒

８
時
間
働
け
ば
︑
30
分
の
残
業

代
が
付
く
こ
と
に
な
る
︒
だ
が
︑

残
業
の
多
い
人
で
も
月
間
20
時

間
ほ
ど
し
か
な
い
︒
一
つ
ひ
と
つ

の
仕
事
で
の
走
行
距
離
が
短
く
︑

多
い
人
は
車
両
を
乗
り
換
え
て

１
日
３
回
転
す

る
こ
と
も
あ
る
︒

あ
る
い
は
運
送

業
務
が
早
く
終

了
す
る
と
︑
倉

庫
の
作
業
に
回

っ
た
り
す
る
︒

軽
ト
ラ
ッ
ク
は

小
ロ
ッ
ト
荷
物

の
運
送
だ
け
で

は
な
く
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
が
次
の

仕
事
に
移
動
す

る
手
段
と
し
て

も
使
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
配
送
荷

物
が
出
る
荷
主

の
物
流
セ
ン
タ

ー
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
仕
分

け
や
検
品
作
業
な
ど
を
手
伝
う

こ
と
も
あ
る
︒
つ
ま
り
﹁
待
機

時
間
の
短
縮
に
な
る
﹂
と
い
う

発
想
で
あ
る
︒

　

同
社
の
給
料
は
職
能
給
（
能

力
・
勤
続
年
数
）︑
年
齢
給
︑

管
理
職
手
当
︑
家
族
手
当
︑
交

通
費
か
ら
な
る
︒
こ
の
う
ち
職
能

給
と
年
齢
給
が
基
本
給
で
︑
残

業
代
の
対
象
だ
︒
賃
上
げ
し
た
の

は
職
能
給
で
︑
逆
に
家
族
手
当
は

半
額
に
し
た
︒
だ
が
︑
人
件
費
総

額
を
増
や
せ
ば
︑
利
益
が
減
少
す

る
し
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
赤
字
に

な
る
︒そ
の
点
に
つ
い
て
経
営
者
は

﹁
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
﹂

な
ら
良
い
と
思
っ
た
︒
同
時
に﹁
運

賃
値
上
げ
に
つ
い
て
も
２
年
計
画

で
取
り
組
ん
で
い
る
﹂
と
い
う
︒

取
引
先
は
約
30
社
あ
る
が
︑﹁
取

引
の
歴
史
が
違
う
た
め
時
間
を
か

け
て
交
渉
す
る
﹂
と
い
う
考
え
で

あ
る
︒

　

賃
上
げ
を
先
行
し
︑
後
か
ら

運
賃
値
上
げ
交
渉
を
進
め
る
理

由
が
面
白
い
︒﹁
土
俵
際
ま
で
追

い
詰
め
ら
れ
な
い
と
運
賃
値
上
げ

交
渉
に
も
迫
力
が
出
な
い
︒
切
羽

詰
ま
ら
な
い
と
真
剣
さ
が
伝
わ
ら

な
い
﹂
と
い
う
発
想
で
あ
る
︒
と

こ
ろ
が
賃
上
げ
を
開
始
し
た
３
年

前
と
比
べ
て
︑
昨
年
度
は
売
上
が

約
２
０
０
０
万
円
増
え
︑
約
３
０

０
万
円
の
利
益
が
出
た
︒
こ
れ
は
︑

管
理
職
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向

上
し
︑
作
業
が
効
率
的
に
な
っ
た

だ
け
で
な
く
︑
新
規
の
取
引
先
も

増
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒

第
184
回

小規模企業だから可能な「英断」

新規許可
貨物自動車

運送事業者数
（平成29年1月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
29年
1月

前年
同期
比

北海道 6 -1 

東
北

青　森 0 -1 
岩　手 2 2 
宮　城 2 -1 
秋　田 1 1 
山　形 1 1 
福　島 4 2 

計 10 4 

関
東

茨　城 3 2 
栃　木 1 0 
群　馬 0 0 
埼　玉 6 4 
千　葉 0 -3 
東　京 4 0 
神奈川 4 2 
山　梨 0 0 

計 18 5 

北
陸
信
越

新　潟 0 -1 
長　野 1 0 
富　山 0 -1 
石　川 0 0 

計 1 -2 

中
部

福　井 0 0 
岐　阜 0 -4 
静　岡 2 -2 
愛　知 5 4 
三　重 2 1 

計 9 -1 

近
畿

滋　賀 4 1 
京　都 4 1 
大　阪 6 -4 
兵　庫 13 9 
奈　良 1 -1 
和歌山 0 -1 

計 28 5 

中
国

鳥　取 0 0 
島　根 0 0 
岡　山 0 -2 
広　島 0 -1 
山　口 0 0 

計 0 -3 

四
国

徳　島 1 -1 
香　川 0 0 
愛　媛 4 2 
高　知 0 -1 

計 5 0 

九
州

福　岡 2 1 
佐　賀 0 0 
長　崎 0 0 
熊　本 0 0 
大　分 0 0 
宮　崎 0 0 
鹿児島 0 0 

計 2 1 
沖　縄 1 1 

※ 0 0 
合　計 80 9 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～駐停車編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�車両通行帯のあるトンネルでは駐停車できる。（ ○・× ）

❷	�貨物の積卸しのための停止で5分以内のものは駐車にはならない。　
（ ○・× ）

❸	�車庫などの自動車専用の出入口から3メートル以内の場所は駐車はで
きないが、停車はできる。（ ○・× ）

❹	�駐車した場合、車の右側に3.5メートル以上の余地がなくなる場所で
の駐車はできないが、貨物の積卸しのためで運転者がすぐに運転で
きるときは駐車できる。（ ○・× ）

❺	�特定の区域の道路を除いて、道路上に駐車する場合、昼間は同じ場
所に引き続き10時間以上、夜間は8時間以上駐車してはならない。
（ ○・× ）

（解答は７面）

初心準中型ドライバーを
見守り、育てる

〔第65回〕

　準中型免許が施行されて、1か月が経過しましたが、運転免
許の種類についてさかのぼってみると、「中型免許」が施行さ
れたのは平成19年6月2日。それより前は、二輪自動車や特殊
自動車の免許を除けば、「普通免許」と「大型免許」の2種類
しかありませんでした。現在は平成29年ですから、約10年間
のうちに「中型免許」と「準中型免許」の2種類が増えたこと
になり、これに伴って、「8トン限定中型免許」と「5トン限定準
中型免許」も生まれました。
　限定免許というのは、いわば既得権のようなものであり、
「8トン限定」の場合は、車両総重量8トン未満、最大積載量5
トン未満まで運転できますから、準中型はもちろん、一部の
中型も運転できます。「5トン限定」の場合は、車両総重量5ト
ン未満、最大積載量3トン未満までの準中型を運転できま
す。
　では、「5トン限定準中型免許」で、限定を超える7トンの準
中型を運転したらどうなるのでしょうか。この場合は、「無免
許運転」ではなく、「免許条件違反」になります。「免許条件
違反」とは、メガネを使用することを条件に免許を与えられ
ているのに、メガネを使用せずに運転した場合などをいい、
限定を超えた準中型を運転した場合も、この違反に該当しま
す。ただし、中型や大型を運転した場合には、当然「無免許運
転」となります。「8トン限定中型免許」の場合も同様です。

●様変わりした自動車教習所
Ａさん「ところで、うちの息子ももう17歳だよ」
Ｂさん「すると、来年は18歳。普通か準中型の免許が取れる

ね」
Ａさん「ああ、本人もその気のようだし、どうせ取るなら準中

型にしろって言ってるんだけどね」
Ｂさん「近くに教習所があったっけ」
Ａさん「近場にはないけど、知り合いに教習所の指導員をし

ている人がいるから、そこへ頼むつもりだよ」
Ｂさん「最近の教習所は、我々の頃とは随分変わったようだ

ね」
Ａさん「そうだよ。ある大学の先生が何かの講演の時に、か

つては『金払い、叱られに行く、教習所』だったが、最
近はすっかり様変わりしたと話していたけど、まさに
その通りだね」

Ｂさん「確かにあの頃の指導員は厳しかったし、ちょっとヘマ
をすると、『運転を甘く見るんじゃない』って、よく叱
られたけど、今そんなやり方をしたら、たちまちネット
で叩かれて、教習生が入ってこなくなるだろうね」

Ａさん「指導員の人が言うには、上から目線で叱ればよいと
いうのは今は通用しない。教習生の立場になって、正
しく安全な運転方法を、いかに納得がいくように教え
るかが大切になる。だから、指導員も常にレベルアッ
プを求められているそうだ」

Ｂさん「なるほど、努力してるんだね」

●初心準中型ドライバーを保護し、見守り、育てる
Ａさん「3月から4月は教習所の繁忙期でフル回転だったけ

ど、ようやく落ち着いてきたと言ってたね」
Ｂさん「ということは、これから免許取り立ての初心者が運転

する車が増えるってことだ」
Ａさん「初心者マークを付けた準中型トラックに出会う可能

性も十分あるよ」
Ｂさん「準中型の場合、初心者マークを付けていても、乗用車

と違って幅寄せや割り込みをしてはならないという

保護規定はないから、周りの車が配慮してくれるだろ
うといった甘えは許されない。その点はしっかり認識
しておく必要があるね」

Ｂさん「でも、我々先輩ドライバーとしては、保護するという
気持ちを持ちたいね」

Ａさん「もちろんそうだ。もし我々が初心の準中型ドライバー
に対して、幅寄せや割り込み、あおりなどの嫌がらせ
をしたら、それこそ業界の自滅だよ」

Ｂさん「初心の準中型を見かけた時は、『保護し、見守り、育
てる』、そういう気持ちで臨みたいね」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
を
広
く
一
般
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
︑
全
ト
協
お

よ
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
実
施
す
る
広
報
活
動
で

使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

テ
ー
マ
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
産
業
が
︑
国
の
経
済
と
国

民
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
表
現
﹂
す
る
も
の
︒
応
募

締
切
は
６
月
16
日
㈮
︒

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
全

ト
協
広
報
委
員
会
で
選
考
し

た
の
ち
︑
８
月
下
旬
に
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表

す
る
︒
グ
ラ
ン
プ
リ
１
作
品

を
平
成
29
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
採
用
す
る
と
と
も
に
︑

賞
金
50
万
円
を
贈
呈
︒
グ
ラ

ン
プ
リ
以
外
で
特
に
優
秀
な

作
品
に
は
︑
佳
作
と
し
て
賞

金
５
万
円
を
贈
る
︒

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要
お
よ

び
募
集
要
項
の
詳
細
に
つ
い

て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

仙
台
市
か
ら
寄
付
へ
の　

　
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
山
本
明
徹
部
会
長
）

は
︑
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
を
図
る
た
め
に
宮
城
県

全
国
の
青
年
経
営
者
か
ら
集

め
た
義
援
金
を
活
用
し
て
行

わ
れ
た
︒

　

４
月
７
日
に
仙
台
市
役
所

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
︑

青
年
部
会
か
ら
山
本
部
会
長

と
齋
藤
和
彦
副
部
会
長
（
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
︑
同
市
か

ら
は
村
上
貞
則
建
設
局
長
︑

小
高
睦
建
設
局
次
長
な
ど
が

出
席
︒
同
市
の
奥
山
恵
美
子

市
長
の
代
理
と
し
て
︑
村
上

建
設
局
長
か
ら
山
本
部
会
長

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
︒

仙
台
市
が
実
施
し
て
い
る
︑

﹁
ふ
る
さ
と
の
杜
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
対
し
１
０
０
万

円
を
寄
付
し
た
こ
と
を
受

け
︑
４
月
７
日
に
同
市
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
︒

　

同
寄
付
は
︑
３
月
４
日
に

同
市
で
開
催
さ
れ
た
﹁
全
国

産
業
廃
棄
物
連
合
会
青
年
部

協
議
会
全
国
大
会
﹂
で
の
記

念
植
樹
に
青
年
部
会
が
賛
同

し
︑
東
日
本
大
震
災
の
際
に

（
４
月
15
日
〜
４
月
30
日
）

▽
４
月
24
日

・
第
５
回
引
越
事
業
者
優
良　

認
定
制
度
運
営
委
員
会

▽
４
月
25
日

・
第
59
回
広
報
委
員
会

図 10km以上の渋滞予測回数

渋
滞
回
数
（
回
）

渋
滞
回
数
（
回
）

2 4

17

2 4

29

44 45

32

7

28 29

4 月 5月

30 1 2 3 4 5 6 7
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

14

1
7

38

＜下り線＞

◎10km以上の渋滞が多く発生すると予測される日
　［下り線］5月3日（水）～4日（木） 　［上り線］5月4日（木）～5日（金）

上下線の合計　305回

119 回
＜上り線＞

32

16
9

2
0
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0
10
20
30
40
50
60

28 29

4 月 5月

30 1 2 3 4 5 6 7
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

186回

表 各社の特に長い渋滞発生予測
SA：サービスエリア、IC：インターチェンジ、TN：トンネル

東日本

会社区分 上下線 道路名 渋滞ピーク日時 ピーク時渋滞長 渋滞発生箇所

上り線

下り線

下り線

下り線

上り線

上り線

45km

45km

45km

30km

40km

45km

高坂SA付近

土浦北IC付近

相模湖IC付近

宝塚東TN付近

大和TN付近

舞子TN出口付近

E17関越自動車道

E6常磐自動車道

E20中央自動車道

E2A中国自動車道

E1東名高速道路

E28神戸淡路鳴門道

5月5日（金）　17時頃

5月３日（水）　9時頃

5月３日（水）　6時頃

5月３日（水）　9時頃

5月5日（金）　17時頃

5月6日（土）　19時頃

中日本

西日本・本四

 

５
月
３
日
～
５
日
に

渋
滞
が
発
生

Ｇ
Ｗ
期
間
中
の
渋
滞
予
測

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
︑
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
㈱
︑（
公
財
）

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ

ー
は
︑
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
（
４
月
28
日
～
５

月
７
日
）
の
高
速
道
路
で
の

交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞
予
測

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
高
速
道

路
で
は
︑
上
下
線
と
も
に
５

月
３
日
㈬
～
５
日
㈮
に
渋
滞

が
多
く
発
生
す
る
と
予
測

（
図
）︒
ま
た
︑
各
社
の
特

に
長
い
渋
滞
発
生
予
測
は
表

の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

　

高
速
道
路
各
社
は
高
速
道

路
利
用
者
に
対
し
︑
渋
滞
予

測
内
容
を
基
に
出
発
日
・
時

間
帯
を
ず
ら
す
な
ど
︑
渋
滞

を
避
け
た
高
速
道
路
の
利
用

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
︑

最
新
の
道
路
交
通
情
報
の
活

用
に
つ
い
て
も
呼
び
か
け
て

い
る
︒

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

浴
室
・
ト
イ
レ
を
一
時
休
業

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
阪
Ｔ
Ｓ
は
︑
４
月
26

日
㈬
15
時
～
17
時
の
間
︑

浴
室
・
ト
イ
レ
を
一
時
休

業
す
る
︒
な
お
︑
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
も
受
付
不
可
と

な
る
︒

休
憩
室
の
営
業
を
一
時
短
縮

白
河
の
関
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

白
河
の
関
Ｔ
Ｓ
は
４
月

27
日
㈭
︑
休
憩
室
の
営
業

時
間
を
９
時
～
14
時
と

し
︑
３
時
間
短
縮
し
て
営

業
す
る
︒
な
お
︑
同
日
14

時
以
降
は
︑
コ
イ
ン
シ
ャ

ワ
ー
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
も
使
用
不
可
と
な
る
︒

仙
台
市
の
村
上
貞
則
建
設
局
長
㊧
よ

り
山
本
部
会
長
㊨
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た

28年度まで使用された「トラックの日」ポスター

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」ポ
ス
タ
ー　
　

　
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

応
募
締
切
6
月
16
日
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

 第135回 

作業開始前後の着替えは
労働時間になるのではな
いか

︻
解
説
︼
着
替
え
時
間
が
労
働
基
準

法
上
の
労
働
時
間
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
は
︑
昔
か
ら
あ
る

古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
︒

法
律
的
に
は
︑
一
応
︑
最
高
裁
が
平

成
12
年
３
月
９
日
付
で
出
し
た
﹁
労

務
提
供
義
務
と
不
可
分
一
体
の
も
の

と
し
て
そ
れ
自
体
を
義
務
付
け
ら
れ

Ａ�

判
例
や
行
政
指
針
で
は
、

使
用
者
に
よ
る
着
用
の
「
義

務
付
け
」
が
前
提
に

　
最
近
、
社
員
か
ら
「
作
業
開

始
前
後
の
着
替
え
の
時
間
は
労

働
時
間
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
疑
問
が
出
さ
れ
た
の
で
す

が
、
法
的
な
取
り
扱
い
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

た
作
業
服
・
安
全
保
護
具
等
の
着
装

を
事
実
上
拘
束
さ
れ
た
状
態
で
従
事

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
︑
右
着
装
の

開
始
に
よ
り
︑
労
働
者
は
使
用
者
の

指
揮
監
督
下
に
入
っ
た
も
の
と
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
﹂（
三
菱
重
工
業

長
崎
造
船
所
事
件
）
と
い
う
判
例
が

判
断
基
準
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒

つ
ま
り
︑
着
替
え
時
間
が
労
働
時
間

に
該
当
す
る
の
は
︑
①
作
業
等
に
必

要
不
可
欠
な
時
間
で
︑
②
使
用
者
の

直
接
的
支
配
下
に
あ
る
時
間
︱
︱
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
厚
生
労
働
省
も
過
労
死
対

策
の
一
つ
と
し
て
今
年
の
１
月
20
日
に

打
ち
出
し
た
︑﹁
労
働
時
間
の
適
正

な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ

き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

の
中
で
︑﹁
使
用
者
の
指
示
に
よ
り
︑

就
業
を
命
じ
ら
れ
た
業
務
に
必
要
な

準
備
行
為
（
着
用
を
義
務
付
け
ら
れ

た
所
定
の
服
装
へ
の
着
替
え
等
）
や

業
務
終
了
後
の
業
務
に
関
連
し
た
後

始
末
（
清
掃
等
）
を
事
業
場
内
に
お

い
て
行
っ
た
時
間
﹂
は
︑
労
働
時
間

と
し
て
扱
う
と
し
て
い
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
義

務
付
け
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
り
︑
少

な
く
と
も
会
社
が
着
用
を
義
務
付
け

て
い
る
制
服
等
へ
の
着
替
え
は
労
働

時
間
と
な
り
︑
そ
う
で
は
な
い
労
働

者
の
自
由
裁
量
に
よ
る
任
意
の
作
業

服
へ
の
着
替
え
は
労
働
時
間
と
す
る

必
要
は
な
い
︑
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
︒
た
だ
︑
実
際
に
は
判
断
の
難
し

い
微
妙
な
場
合
が
結
構
多
く
︑
相
変

わ
ら
ず
裁
判
で
争
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
よ
う
で
す
（
東
京
高
裁
平
成
25

年
11
月
21
日
判
決
﹁
オ
リ
エ
ン
タ
ル

モ
ー
タ
ー
事
件
﹂
な
ど
）︒
厚
労
省

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
︑
客
観
的
な

評
価
に
あ
た
っ
て
は
﹁
使
用
者
の
指

揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
評
価

さ
れ
る
か
ど
う
か
は
︑
労
働
者
の
行

為
が
使
用
者
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
︑

又
は
こ
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

等
の
状
況
の
有
無
等
か
ら
︑
個
別
具

体
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
﹂

と
し
て
︑
あ
く
ま
で
も
﹁
個
別
具
体

的
な
判
断
﹂
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
て
い
ま
す
の
で
︑
こ
の
点
は

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
結
局
︑

個
別
具
体
的
に
と
い
う
こ
と
で
︑
最

終
的
に
は
︑
裁
判
所
の
判
断
を
求
め

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
は
変

わ
り
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

　

な
お
︑前
述
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑

①
使
用
者
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に

は
即
時
に
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
お
り
︑
労
働
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
待
機
等
し
て
い
る
時
間（
い
わ
ゆ
る

﹁
手
待
時
間
﹂）︑
②
参
加
す
る
こ
と

が
業
務
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
研

修
・
教
育
訓
練
の
受
講
や
︑
使
用
者

の
指
示
に
よ
り
業
務
に
必
要
な
学
習

等
を
行
っ
て
い
た
時
間
︱
︱
も
︑
労

働
時
間
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま
す
の
で
︑
念
の
た

め
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
︒

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

₁
は
じ
め
に

　

昨
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
﹁
第

３
回
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
に
︑

金
沢
工
業
大
学
で
筆
者
が
担

当
す
る
講
義
﹁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
論
﹂
の
受
講
生
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
応
募

し
ま
し
た
と
こ
ろ
︑
応
募
数
63

チ
ー
ム
と
い
う
難
関
の
中
︑
幸

運
に
も
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
綿
密
な

市
場
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
に

よ
る
情
報
収
集
・
分
析
と
︑
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
を
新
た
な
費
用
負
担
を

強
い
る
こ
と
な
く
解
決
す
る
と

い
う
︑﹁
共
通
価
値
の
創
造
（
Ｃ

Ｓ
Ｖ: Creating Shared 

Value

）﹂
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
︒今
回
は
︑

学
生
目
線
の
﹁
な
ぜ
？
﹂
と
い

う
素
朴
な
疑
問
か
ら
出
発
し
て

普
及
策
提
案
に
至
る
ま
で
の
過

程
︑
次
回
は
そ
の
予
想
さ
れ
る

効
果
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
︒

₂
顧
客
ニ
ー
ズ
の
調
査

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
基
本

的
な
考
え
方
は
﹁
顧
客
に
ニ
ー

ズ
が
あ
れ
ば
売
れ
る
﹂
で
す
︒

そ
こ
で
︑
我
々
は
天
然
ガ
ス
ト

ラ
ッ
ク
の
顧
客
で
あ
る
物
流
事

業
者
大
手
10
社
︑
中
小
50
社

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
ま

し
た
︒
結
果
は
残
念
な
が
ら
芳

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
︒
大
手
で

は
︑
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
以
前
は

天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
を

購
入
し
た
が
︑
追
加

購
入
す
る
予
定
は
な

く
︑
中
小
に
お
い
て
は

50
社
全
社
が
天
然
ガ

ス
ト
ラ
ッ
ク
を
保
有
し

て
お
ら
ず
︑
購
入
の

予
定
も
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
︒
購
入
し
な
い
理
由
は

主
に
２
つ
の
意
見
で
︑
１
つ
は

過
当
競
争
に
よ
り
物
流
費
用
の

負
担
増
加
が
望
め
な
い
中
︑
経

済
性
と
利
便
性
が
劣
る
こ
と
︑

も
う
１
つ
は
物
流
事
業
者
の
顧

客
で
あ
る
荷
主
か
ら
も
特
別
の

要
請
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
︒
さ
ら
に
中
小
企
業
の
多
く

は
顧
客
獲
得
競
争
が
激
烈
で
︑

安
定
顧
客
を
確
保
し
た
く
て
も

で
き
な
い
経
営
不
安
の
状
況
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

₃
真
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ
に
あ
る
？

　

顧
客
に
ニ
ー
ズ
が
な
い
も
の

は
い
く
ら
素
晴
ら
し
い
商
品
で

も
売
れ
ま
せ
ん
︒
我
々
は
真
の

ニ
ー
ズ
︑
真
の
顧
客
を
探
索
す

る
た
め
に
﹁
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
分
析
﹂
を
行
い
ま
し
た
︒
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
主
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
︑
①
政
府
︑

②
ガ
ス
事
業
者
︑
③
天
然
ガ
ス

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
︑
④
物
流

事
業
者
の
４
つ
で
す
（
図
）︒

我
々
の
調
査
に
よ
り
︑
物
流
事

業
者
に
は
積
極
的
な
ニ
ー
ズ
が

な
い
こ
と
が
す
で
に
分
か
っ
て

い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
︒
大
量
生

産
さ
れ
て
い
る
通
常
の
ト
ラ
ッ

ク
の
方
が
利
幅
が
大
き
そ
う
で

す
︒
政
府
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
︒

天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
が
普
及
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
政
策
目
標
で

あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
が
強
化
で
き
ま
す
︒

ガ
ス
事
業
者
は
ガ
ス

の
販
売
量
が
増
加
し

ま
す
︒
つ
ま
り
真
の

ニ
ー
ズ
は
︑
政
府
と

ガ
ス
事
業
者
に
あ
り

そ
う
で
す
︒

　

次
回
は
︑
検
討
し

た
そ
の
着
眼
点
︑
解

決
法
の
一
案
を
説
明

し
ま
す
︒

第37回 『天然ガス自動車の普及に向けて』
～マーケティング論を学ぶ学生視点からみた考察～

金沢工業大学 情報フロンティア学部 経営情報学科 教授　松林 賢司

資料：

どう共通価値を創造するか図
▷天然ガストラックのステークホルダー

政府

ガス
事業者

物流
事業者

天然ガストラック
メーカー

い
る
︒

　

そ
の
上
で
︑
29
年
度
の
重

点
施
策
と
し
て
︑
総
合
労
働

行
政
機
関
と
し
て
の
機
能
を

地
域
の
中
で
具
体
的
に
発
揮

し
て
い
く
た
め
︑
労
働
条
件

の
確
保
︑
雇
用
の
安
定
等
を

図
る
た
め
の
総
合
的
施
策

や
︑
少
子
化
対
策
の
推
進
︑

女
性
の
活
躍
推
進
等
に
つ
い

て
︑
部
署
間
お
よ
び
地
方
自

治
体
︑
労
使
団
体
等
と
の
連

携
の
下
に
取
り
組
み
を
進
め

る
と
し
て
い
る
︒

 

特
設
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

人
材
確
保
事
例
・
資
料
を
掲
載

人
材
確
保
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

人
材
不
足
分
野
の
事
業
主
の

人
材
確
保
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
︑
人
材
確
保

中
小
の
価
格
交
渉
サ
ポ
ー
ト

今
年
度
も
個
別
相
談
や

セ
ミ
ナ
ー

　

経
済
産
業
省
は
︑
価
格
転

嫁
な
ど
取
引
条
件
の
改
善
が

進
ま
ず
厳
し
い
状
況
に
あ
る

下
請
等
中
小
企
業
の
価
格
交

渉
力
強
化
を
支
援
す
る
た

め
︑
価
格
交
渉
サ
ポ
ー
ト
事

業
﹁
個
別
相
談
﹂
お
よ
び﹁
価

格
交
渉
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ

の
た
め
の
雇
用
管
理
改
善
促

進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
事
業
の
一
環
と
し
て
開

設
さ
れ
た
﹁
働
き
や
す
く
生

産
性
の
高
い
職
場
の
た
め
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂
に
は
︑

人
材
確
保
を
図
る
際
に
参
考

と
な
る
事
例
・
資
料
を
掲

載
︒
同
サ
イ
ト
内
﹁
調
査
結

果
﹂
ペ
ー
ジ
か
ら
は
︑
同
事

業
の
成
果
と
し
て
︑﹁
人
材

確
保
に
﹃
効
く
﹄
事
例
集
﹂

や
︑
今
年
３
月
に
行
わ
れ
た

﹁
人
材
不
足
時
代
の
人
材
確

保
に
﹃
効
く
﹄
セ
ミ
ナ
ー
﹂

の
資
料
や
動
画
な
ど
を
閲
覧

・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　

お
問
い
合
わ
せ
は
︑
厚
労

省
職
業
安
定
局
雇
用
開
発
部

雇
用
開
発
企
画
課
（
☎
03
・

３
５
９
２
・
１
７
１
８
）ま
で
︒

ー
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

価
格
交
渉
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普

及
を
図
る
た
め
︑
専
門
家
が

訪
問
す
る
﹁
個
別
相
談
﹂
は

３
回
ま
で
無
料
で
︑
平
成
28

年
度
は
希
望
の
あ
っ
た
67
社

に
対
し
︑
延
べ
１
１
６
回
実

施
し
た
︒
こ
の
個
別
相
談
を

基
に
﹁
価
格
交
渉
サ
ポ
ー
ト

事
業
個
別
相
談
事
例
集
﹂
を

作
成
し
︑
具
体
的
な
事
例
に

つ
い
て
︑
基
本
的
な
考
え
方

や
留
意
点
を
示
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
価
格
交
渉
ノ
ウ
ハ

ウ
の
普
及
を
図
る
た
め
︑
受

講
料
無
料
の
﹁
下
請
等
中
小

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開

催
し
て
い
る
︒
28
年
度
は
全

国
で
１
５
７
回
開
催
し
︑
５

１
１
９
人
が
参
加
︒
参
加
者

の
85
％
が
﹁
交
渉
す
る
上
で

役
に
立
つ
内
容
だ
っ
た
﹂
と

回
答
し
た
︒
今
年
度
も
全
国

で
１
０
０
回
程
度
実
施
予
定
︒

 

サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上

Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
２
次
公
募

６
月
30
日
㈮
ま
で
受
付

　

経
済
産
業
省
で
は
︑
平
成

28
年
度
補
正
予
算
で
実
施
す

る
﹁
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向

上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
﹂
の

２
次
公
募
を
現
在
受
け
付
け

て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
等
が
生
産
性

や
経
営
力
を
高
め
る
た
め
の

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
（
サ
ー
ビ
ス
︑

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
等
）を
導
入
す

る
際
に
︑
そ
の
費
用
の
３
分

の
２
以
内
（
上
限
１
０
０
万

円
︑
下
限
20
万
円
）
を
補
助

す
る
も
の
で
︑
交
付
申
請
期

限
は
６
月
30
日
㈮
17
時
ま
で
︒

　

補
助
対
象
や
申
請
方
法
に

関
す
る
詳
細
は
︑
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
﹁
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金　

平
成
28
年
度
補
正　

サ
ー
ビ

ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入

支
援
事
業
﹂
を
参
照
︒
お
問

い
合
わ
せ
は
︑﹁
サ
ー
ビ
ス
等

生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援

事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
﹂（
☎

０
５
７
０
・
０
１
３
・
３
３

０
）
ま
で
︒
受
付
時
間
は
９

時
30
分
～
17
時
30
分
（
土
・

日
曜
・
祝
日
除
く
）︒

者
︑
テ
ナ
ン
ト
︑
地
方
自
治

体
の
関
係
者
等
に
参
考
と
し

て
も
ら
え
る
よ
う
︑
政
令
指

定
都
市
で
屋
内
駐
車
場
を
設

け
る
大
規
模
な
商
業
施
設
︑

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
念
頭
に
置

い
て
作
成
し
︑
設
計
に
関
す

る
検
討
フ
ロ
ー
や
設
計
上
︑

考
慮
す
べ
き
事
項
を
整
理
し

　

国
土
交
通
省
は
３
月
31

日
︑
近
畿
圏
の
新
た
な
高
速

道
路
料
金
に
つ
い
て
︑
一
部

の
路
線
を
除
き
６
月
３
日
か

ら
導
入
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

料
金
水
準
を
現
行
の
高
速

道
路
大
都
市
近
郊
区
間
を
基

本
と
す
る
対
距
離
制
を
導
入

し
︑
車
種
区
分
を
５
車
種
区

分
に
統
一
す
る
︒
こ
の
５
車

種
区
分
へ
の
統
一
に
あ
た
り
︑

負
担
増
な
ど
を
考
慮
し
て
段

階
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
︑
阪
神
高
速
の
車
種
間
比

率
（
普
通
車
＝
１
・
０
）
は

平
成
33
年
度
ま
で
で
︑
中
型

車
１
・
07
︑
特
大
車
２
・
14

と
す
る
︒

　

阪
神
高
速
に
つ
い
て
は
︑

淀
川
左
岸
線
延
伸
部
お
よ
び

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
の
整

備
に
必
要
な
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
︑
事
業
費
の
概
ね
５

割
を
確
保
す
る
た
め
に
様
々

な
工
夫
を
行
い
つ
つ
︑
必
要

な
料
金
を
設
定
す
る
︒

　

ま
た
︑
大
阪
お
よ
び
神
戸

都
心
部
へ
の
流
入
に
関
し
て
︑

交
通
分
散
の
観
点
か
ら
経
路

に
よ
ら
ず
︑
起
終
点
間
の
最

短
距
離
を
基
本
に
料
金
を
改

定
す
る
︒

　

南
阪
奈
有
料
道
路
︑
堺
泉

北
有
料
道
路
は
30
年
４
月
か

ら
︑
阪
神
高
速
京
都
線
（
油

小
路
線
・
斜
久
世
橋
）
は
31

年
４
月
か
ら
︑
そ
れ
ぞ
れ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
に
移
管
さ

れ
新
料
金
に
移
行
す
る
ほ

か
︑
阪
神
高
速
京
都
線
（
新

十
条
通
）
は
31
年
４
月
か
ら

京
都
市
に
移
管
さ
れ
︑
無
料

化
さ
れ
る
︒

 

建
築
物
の
物
流
配
慮
へ
手
引
き

駐
車
場
高
さ
３
・
２
㍍
以
上
に

　

国
土
交
通
省
は
３
月
29
日
︑

﹁
物
流
を
考
慮
し
た
建
築
物

の
設
計
・
運
用
に
つ
い
て
﹂

（
手
引
き
）
を
策
定
し
︑
公

表
し
た
︒

　

こ
れ
ま
で
︑﹁
屋
内
駐
車

場
に
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
な
い
﹂︑

﹁
荷
役
に
利
用
で
き
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
不
足
す
る
﹂
な

ど
︑
円
滑
な
物
流
の
確
保
の

観
点
か
ら
建
築
物
を
設
計
・

運
用
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も

意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た

め
︑
国
交
省
で
は
昨
年
11
月

か
ら
検
討
会
を
設
置
し
︑
検

討
を
進
め
て
き
た
︒

　

同
手
引
き
は
︑
建
築
物
の

開
発
・
設
計
・
管
理
に
携
わ

る
者
︑
建
築
主
︑
物
流
事
業

地
方
労
働
行
政
で

運
営
指
針

「
働
き
方
改
革
」
推
進

な
ど

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
３
日
︑

﹁
平
成
29
年
度
の
地
方
労
働

行
政
運
営
方
針
﹂
を
策
定
し

た
︒

　

29
年
度
の
課
題
と
し
て
は
︑

﹁
働
き
方
改
革
﹂
の
推
進
な

ど
を
通
じ
た
労
働
環
境
の
整

備
・
生
産
性
の
向
上
を
挙

げ
︑ 

非
正
規
雇
用
労
働
者
の

待
遇
改
善
︑
長
時
間
労
働
の

是
正
︑
人
材
確
保
対
策
の
推

進
や
労
働
生
産
性
の
向
上
等

に
よ
る
労
働
環
境
の
整
備
︑

地
方
創
生
の
推
進
︑
労
働
者

が
安
全
で
健
康
に
働
く
こ
と

が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
向

け
た
︑
各
種
取
り
組
み
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

経 産 省

た
︒
同
手
引
き
で
は
︑
駐
車

場
の
有
効
高
と
し
て
は
︑
標

準
的
な
集
配
車
両
に
つ
い
て

２
㌧
車
で
は
３
・
２
㍍
以
上
︑

４
㌧
車
で
は
３
・
４
㍍
以
上

確
保
す
る
よ
う
求
め
た
︒
こ

の
ほ
か
に
も
︑
駐
車
マ
ス
の

大
き
さ
に
つ
い
て
は
︑
テ
ー

ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
を
使
用

し
て
荷
役
が
で
き
る
よ
う
︑

２
㌧
ロ
ン
グ
車
が
幅
２
・
９

㍍
以
上
︑
奥
行
８
・
５
㍍
以

上
︑
４
㌧
車
が
同
３
・
５
㍍

以
上
︑
同
11
㍍
以
上
と
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い

る
︒

 

物
効
法
３
計
画
を
認
定

運
転
・
待
機
時
間
削
減

　

国
土
交
通
省
は
３
月
31

日
︑
改
正
物
流
総
合
効
率
化

法
（
物
効
法
）
に
基
づ
く
総

合
効
率
化
計
画
３
件
を
認
定

し
た
︒

　

認
定
さ
れ
た
３
件
は
︑
①

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
か
ら
鉄
道
輸

送
に
転
換
す
る
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
（
北
尾
運
送
㈱
︑
日
本

貨
物
鉄
道
㈱
︑
日
本
フ
レ
ー

ト
ラ
イ
ナ
ー
㈱
︑
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
長
崎
県
本

部
）
②
旅
客
鉄
道
を
利
用
し

た
貨
客
混
載
の
取
り
組
み

（
佐
川
急
便
㈱
︑
北
越
急
行

㈱
）
③
特
定
流
通
業
務
施
設

の
整
備
を
伴
う
輸
送
網
集
約

事
業
（
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ

ィ
㈱
︑
㈱
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
︑
高
橋
梱
包
運
輸

㈱
）
︱
︱
の
３
計
画
︒

　

い
ず
れ
も
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
時
間
・
待
機

時
間
の
削
減
等
の
省
力
化
が

な
さ
れ
︑
二
酸
化
炭
素
排
出

量
が
削
減
さ
れ
る
た
め
︑
総

合
効
率
化
計
画
と
し
て
認
め

ら
れ
た
︒

宅
配
便
再
配
達
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

全
ト
協
な
ど
１
１
４

団
体
・
企
業
が
賛
同

　

環
境
省
は
３
月
29
日
か
ら
︑

﹁
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ　

で
き
る
だ
け
一
回
で
受

け
取
り
ま
せ
ん
か
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
～
み
ん
な
で
宅
配
便
再

配
達
防
止
に
取
り
組
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
﹂を
開
始
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
宅
配
便
の
再
配

達
が
引
き
起
こ
す
環
境
負
荷

と
社
会
的
損
失
を
解
決
す
る

た
め
︑
山
本
公
一
環
境
大
臣

を
は
じ
め
と
す
る
﹁
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
チ

ー
ム
﹂
の
下
で
展
開
さ
れ
る

も
の
︒

　

経
済
産
業
省
︑
国
土
交
通

省
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は

じ
め
賛
同
１
１
４
団
体
・
企

業
（
４
月
10
日
現
在
）
と
と

も
に
︑
宅
配
便
再
配
達
防
止

の
重
要
性
や
取
り
組
み
を
国

民
に
伝
え
て
い
く
︒

　

な
お
︑
今
後
﹁
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
﹂
の
特
設

サ
イ
ト
内
で
︑
各
事
業
者
の

取
り
組
み
や
︑
国
民
が
実
践

で
き
る
宅
配
便
再
配
達
防
止

の
方
法
な
ど
を
紹
介
し
て
い

く
予
定
︒

 ﹁
プ
ロ
フ
ィ
ア
﹂﹁
レ
ン
ジ
ャ
ー
﹂

を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

日
野
自
動
車

　

日
野
自
動
車
㈱
は
４
月
５

日
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
日
野

プ
ロ
フ
ィ
ア
﹂︑中
型
ト
ラ
ッ
ク

﹁
日
野
レ
ン
ジ
ャ
ー
﹂（
写
真
）

を
５
月
22
日
に
発
売
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

今
回
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

で
は
︑
エ
ク
ス
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
と
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
し
た
ほ
か
︑﹁
日
野

プ
ロ
フ
ィ
ア
﹂
は
シ
ャ
シ
か
ら

刷
新
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
と
し
て

の
基
本
性
能
を
大
幅
に
ア
ッ

プ
さ
せ
た
︒

　

ま
た
︑﹁
日
野
レ
ン
ジ
ャ
ー
﹂

で
は
︑
Ｐ
Ｃ
Ｓ
（
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
）
の
機
能
を

 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ク
オ
ン
﹂

を
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス

　

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱
は
４

月
11
日
︑
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
し
た
新
型
﹁
ク
オ
ン
﹂

（
写
真
）
を
発
表
・
発
売
し

た
︒

　

新
型
﹁
ク
オ
ン
﹂
で
は
︑

厳
格
化
さ
れ
た
排
出
ガ
ス
規

制
に
適
合
す
る
だ
け
で
な
く

各
種
性
能
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
︑
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る
電
子
制

御
式
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
﹁
エ
ス

コ
ッ
ト
・
シ
ッ
ク
ス
﹂
を
採

用
す
る
な
ど
︑
乗
用
車
感
覚

で
運
転
操
作
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
や
ふ
ら
つ
き
注
意
喚

起
装
置
な
ど
︑
先
進
の
安
全

シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て
い
る
︒

表 平成29年度運行管理者試験日程（貨物）
試験日 第１回・平成29年8月27日㈰ 第２回・平成30年3月4日㈰（予定）

頒
布
期
間

書面申請 平成29年5月19日㈮～6月  9日㈮ 平成29年11月10日㈮～12月  1日㈮
おまかせ申請 平成29年4月17日㈪～6月12日㈪ 平成29年10月  6日㈮～12月  4日㈪

申
請
期
間

書面申請 平成29年5月19日㈮～6月  9日㈮ 平成29年11月10日㈮～12月  1日㈮
インターネットによる申請 平成29年5月19日㈮～6月20日㈫ 平成29年11月10日㈮～12月12日㈫
おまかせ申請 平成29年4月17日㈪～6月15日㈭ 平成29年10月  6日㈮～12月  7日㈭

試験結果の発表 試験日より1か月以内

平
成
29
年
度
運
行
管
理
者

試
験
日
程
決
ま
る

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ほ
ど
︑

平
成
29
年
度
運
行
管
理
者
試

験
の
日
程
を
発
表
し
た
︒

　

第
１
回
試
験
は
８
月
27
日

㈰
に
︑
ま
た
第
２
回
試
験
は

30
年
３
月
４
日
㈰
に
行
わ
れ

る
予
定
︒
頒
布
期
間
や
申
請

期
間
は
下
表
の
通
り
︒

高
度
化
︒
停
止
車
両
や
歩
行

者
も
検
知
す
る
な
ど
︑
安
全

性
能
を
向
上
さ
せ
た
︒

近
畿
圏
新
料
金
６
月
３
日
か
ら

対
距
離
制
、
５
車
種
区
分
に

　国土交通省では現在、厚生労働省と共同で「トラック輸送におけ
る取引環境・労働時間改善協議会」を設置し、長時間労働の抑制な
らびに適正運賃の収受をはじめとした取引環境の改善に向けた対応
策を検討しています。
　上記検討にあたっては、運賃の収受実態を把握する必要があるた
め、今般、主要都市間※の収受運賃について調査を行うことになり
ました。
　本調査への、トラック事業者の皆様のご協力をお願い申し上げま
す。
※主要都市間＝仙台⇔東京、名古屋⇔東京、大阪⇔東京、福岡⇔大阪、福岡⇔東京

＜調査内容＞
　上記の主要都市間のルートのうち、最近 6 か月以内に運送を行っ
たことがあるルートについて、使用車両・品目・運賃（チャーター
運賃）をお答えください。
　なお、回答は国交省ホームページに掲載されている調査様式（エ
クセルファイル）にご入力の上、メールにてお送りください（宛先
は国交省ホームページ参照）。
＜調査実施期間＞
　平成 29 年 4 月 30 日（日）まで
＜その他＞
　調査結果は統計的に処理しますので、個々の回答内容については
その秘密を厳守します（回答内容によって、調査協力会社が不利益
を被ることは一切ありません）。

■詳しくは、国交省ホームページをご覧ください。
　http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr4_000016.html

「トラック運賃の収受実態把握のための調査」
へのご協力をお願いします！

国
交
省

日野プロフィア新型「クオン」

日野レンジャー
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平
成
28
年
４
月
14
日
㈭
21

時
26
分
︑
熊
本
県
を
強
い
揺

れ
が
襲
っ
た
（
前
震
・
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
）︒
熊
本

県
益
城
町
で
震
度
７
を
観
測

し
た
ほ
か
︑
玉
名
市
︑
西
原

村
︑
宇
城
市
︑
熊
本
市
で
震

度
６
弱
を
観
測
し
た
︒

　

当
時
︑
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
髙
木
良
一
常
務
理
事

は
︑
熊
本
市
の
県
ト
協
の
事

務
所
で
業
務
中
で
あ
っ
た
︒

熊
本
県
ト
協
の
事
務
所
は
前

震
発
生
直
後
に
停
電
し
た

が
︑
10
分
後
に
は
通
電
が
復

旧
し
た
︒地
震
発
生
を
受
け
︑

21
時
46
分
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
と
連
携
し
て
緊
急
災

害
対
策
本
部
を
設
置
︒
両
者

で
連
絡
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
︑
情
報
収
集
体
制
を

確
立
さ
せ
た
︒
ま
た
︑
そ
れ

と
並
行
し
て
熊
本
県
ト
協
職

員
の
安
否
確
認
を
進
め
て
い

っ
た
︒

　

一
方
︑
４
月
14
日
・
15
日

は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会

館
で
全
国
専
務
理
事
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
︑
熊
本
県
ト

　

平
成
28
年
４
月
14
日
夜
と
４
月
16
日
未

明
に
発
生
し
︑
熊
本
県
内
で
最
大
震
度
７

を
観
測
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
た
熊

本
地
震
︒
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
住
永

豊
武
会
長
）
で
は
︑
支
援
物
資
輸
送
に
留

ま
ら
ず
︑
物
資
の
仕
分
け
や
荷
役
︑
荷
捌

き
な
ど
も
行
い
︑
被
災
地
の
復
興
支
援
に

大
き
く
貢
献
し
た
︒

　
﹁
熊
本
地
震
発
生
か
ら
１
年
﹂
の
第
１

部
で
は
︑
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け

る
熊
本
地
震
発
生
直
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
す
る
︒

協
の
吉
住
潔
専
務
理
事
は
そ

れ
に
出
席
し
て
い
た
︒
前
震

発
生
時
は
ホ
テ
ル
に
滞
在
し

て
い
た
が
︑
発
災
を
受
け
て

全
ト
協
に
参
集
し
︑
対
応
を

進
め
た
︒

　

15
日
㈮
２
時
06
分
︑
上
野

隆
徳
事
務
局
次
長
の
携
帯
電

話
に
︑
熊
本
県
商
工
政
策
課

か
ら
緊
急
車
両
要
請
が
入
っ

た
︒
こ
の
時
は
︑
電
話
回
線

は
問
題
な
く
繋
が
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
︑
各
所
へ
の
連
絡

に
支
障
を
来
す
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
う
︒
上
野
事
務
局

次
長
は
東
京
に
滞
在
中
の
吉

住
専
務
理
事
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
︑
会
員
事
業
者
へ
の

車
両
要
請
を
進
め
て
い
っ
た
︒

　

15
日
の
９
時
に
は
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
で
行

わ
れ
て
い
た
全
国
専
務
理
事

会
連
絡
会
の
中
で
︑
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
︑

全
ト
協
と
熊
本
県
ト
協
現
地

対
策
本
部
と
の
緊
急
物
資
輸

送
に
関
す
る
情
報
交
換
が
行

わ
れ
た
︒
髙
木
常
務
理
事
が

現
状
を
伝
え
た
後
︑
連
絡
会

に
出
席
し
て
い
た
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
専
務
理

事
か
ら
は
︑
多
く
の
激
励
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
災
害
発
生
時

に
問
題
と
な
る
の
が
︑
自
治

体
な
ど
か
ら
受
け
た
配
車
依

頼
や
︑
そ
れ
を
ど
の
事
業
者

が
受
け
た
の
か
な
ど
と
い
っ

た
︑
配
車
情
報
の
共
有
化
で

あ
る
︒
情
報
が
錯
綜
し
て
し

ま
う
と
︑
円
滑
に
緊
急
物
資

を
輸
送
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
︒
そ
こ
で
︑
熊
本
県
ト

協
で
は
事
務
所
内
に
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
を
２
枚
用
意
（
写

真
）
し
︑
県
・
熊
本
市
か
ら

の
依
頼
内
容
や
熊
本
県
ト
協

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
書
き

込
ん
で
い
っ
た
︒
こ
れ
に
よ

り
︑
対
応
の
進
捗
状
況
等
が

事
務
局
員
に
共
有
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
︒

　

前
震
直
後
は
︑
避
難
所
へ

の
避
難
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
緊

急
物
資
は
県
や
市
町
村
で
備

蓄
し
て
い
た
水
や
︑
ア
ル
フ

ァ
米
・
パ
ン
な
ど
の
食
料
の

ほ
か
︑
毛
布
や
お
む
つ
︑
粉

ミ
ル
ク
な
ど
で
十
分
事
足
り

た
︒
そ
こ
で
︑
熊
本
県
ト
協

は
県
や
熊
本
市
な
ど
か
ら
要

請
を
受
け
︑
会
員
事
業
者
の

ト
ラ
ッ
ク
で
県
内
の
備
蓄
施

設
か
ら
各
避
難
所
に
緊
急
物

資
を
輸
送
し
た
︒﹁
こ
の
時

は
︑
ま
だ
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
で
き
て
い
た
﹂
と
︑

髙
木
常
務
理
事
は
当
時
を
振

り
返
る
︒

　

東
京
に
い
た
吉
住
専
務
理

事
は
︑
15
日
に
熊
本
に
戻
っ

た
︒
前
震
の
揺
れ
で
︑
事
務

所
で
は
書
棚
が
倒
れ
た
り
す

る
な
ど
し
た
が
︑
15
日
中
に

お
お
よ
そ
事
務
所
内
を
片
付

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
︒

﹁
あ
と
何
日
も
す
れ
ば
︑
い

ま
の
慌
た
だ
し
い
状
況
も
落

ち
着
く
だ
ろ
う
﹂︑
そ
う
誰

も
が
思
っ
て
い
た
︒

鳥
栖
市
）
を
広
域
物
資
輸
送

拠
点
と
し
て
選
定
し
た
︒
ま

た
︑
日
本
通
運
鳥
栖
流
通
セ

ン
タ
ー
の
容
量
超
過
に
備

え
︑
日
本
通
運
が
箱
崎
物
流

セ
ン
タ
ー（
福
岡
県
福
岡
市
）

と
東
部
物
流
セ
ン
タ
ー

（
同
）︑
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
が
ロ

ジ
ク
ロ
ス
福
岡
久
山
（
福
岡

県
久
山
町
）
を
設
置
し
た
ほ

か
︑
福
岡
市
か
ら
の
提
案
を

受
け
て
福
岡
市
中
央
卸
売
市

場
青
果
市
場
跡
地
（
福
岡
県

福
岡
市
）
を
追
加
設
置
し
て

い
る
︒

　

一
方
︑
本
震
を
受
け
︑
熊

本
市
内
で
も
避
難
者
が
11
万

人
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
︒
前

震
発
生
以
降
︑
熊
本
市
の
物

資
集
積
拠
点
で
あ
る
熊
本
県

民
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
・
熊
本

県
熊
本
市
東
区
）
が
稼
働
し

て
い
た
が
︑
本
震
を
受
け
て

の
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
の
開
始
に

よ
り
︑
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
を
は

じ
め
熊
本
市
の
物
資
保
管
施

設
が
満
杯
と
な
っ
た
︒
そ
の

た
め
︑
熊
本
市
の
要
請
に
よ

り
︑
丸
善
海
陸
倉
庫
（
福
岡

県
八
女
市
）
の
倉
庫
を
緊
急

借
用
し
︑
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
か

ら
長
期
保
存
品
を
逆
移
送
し

て
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
︑
そ
こ

に
食
料
な
ど
を
運
び
入
れ
た

と
い
う
︒

　

な
お
︑
熊
本
地
震
に
お
け

る
緊
急
支
援
物
資
輸
送
の
仕

組
み
は
図
２
の
通
り
で
あ
る
︒

　

度
重
な
る
強
い
地
震
に
よ

り
︑
九
州
自
動
車
道
な
ど
主

要
高
速
道
路
が
寸
断
さ
れ
た

た
め
︑
福
岡
方
面
か
ら
熊
本

・
八
代
方
面
に
至
る
国
道
３

望
を
待
た
ず
︑
被
災
地
に
向

け
て
大
量
に
緊
急
支
援
物
資

を
送
り
込
む
﹁
プ
ッ
シ
ュ
型
﹂

物
資
支
援
を
行
う
こ
と
を
決

め
た
︒

　

熊
本
県
で
は
︑
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
︑
広
域
物
資

拠
点
と
し
て
定
め
て
い
た﹁
グ

ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
﹂（
益
城
町
）

で
物
資
の
仕
分
け
を
行
い
︑

指
定
配
送
拠
点
を
経
て
各
避

難
所
へ
と
輸
送
す
る
物
資
供

給
経
路
を
想
定
し
て
い
た

（
図
１
）︒
し
か
し
︑
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
熊
本
は
本
震
に
よ
っ

て
天
井
が
崩
落
し
た
た
め
︑

広
域
物
資
拠
点
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
︒
そ
の
た
め
︑
政
府
非
常

災
害
対
策
本
部
で
は
代
替
と

な
る
物
資
輸
送
拠
点
の
選
定

を
速
や
か
に
開
始
︒
国
土
交

通
省
が
提
示
し
た
受
け
入
れ

可
能
な
民
間
物
資
拠
点
の
中

か
ら
︑
施
設
規
模
や
立
地
等

を
考
慮
し
︑
日
本
通
運
㈱
鳥

栖
流
通
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
県

号
は
渋
滞
し
︑
物
資
輸
送
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒
ま

た
︑
大
分
市
と
熊
本
市
を
結

ぶ
国
道
57
号
は
大
規
模
な
斜

面
崩
落
に
巻
き
込
ま
れ
て
通

行
止
め
と
な
り
︑
熊
本
方
面

か
ら
阿
蘇
市
︑
南
阿
蘇
村
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
寸
断
さ
れ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
全
ト
協
や

各
県
ト
協
︑
ま
た
各
会
員
事

業
者
の
厚
い
協
力
体
制
の
も

と
︑
全
国
各
地
か
ら
一
次
集

積
拠
点
を
経
て
二
次
集
積
拠

点
ま
で
の
輸
送
は
滞
り
な
く

進
め
ら
れ
た
と
い
う
︒

　

一
方
で
︑
熊
本
地
震
に
お

け
る
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た

っ
て
︑
課
題
と
な
っ
た
の
が

二
次
集
積
拠
点
か
ら
各
避
難

所
ま
で
の
輸
送
で
あ
っ
た
︒

　

本
震
発
生
後
の
避
難
所
で

は
︑
被
災
者
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
必
需
品
の

取
り
ま
と
め
が
困
難
を
極
め

た
︒
発
災
直
後
に
は
水
や
食

料
と
い
っ
た
﹁
命
を
繋
ぐ
﹂

た
め
の
物
資
が
求
め
ら
れ
る

が
︑
何
日
か
経
つ
と
生
活
物

資
や
嗜
好
品
な
ど
を
求
め
る

被
災
者
が
増
え
た
︒
ま
た
︑

本
震
以
降
避
難
者
が
増
え
た

こ
と
で
避
難
所
に
入
り
き
れ

ず
︑
や
む
な
く
指
定
外
避
難

所
に
身
を
寄
せ
る
被
災
者

や
︑
度
重
な
る
地
震
の
揺
れ

に
よ
り
自
宅
や
避
難
所
の
建

物
が
倒
壊
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
か
ら
︑
自
家

用
車
な
ど
で
車
中
泊
を
す
る

被
災
者
も
少
な
く
は
な
か
っ

た
︒
一
方
︑
県
や
市
町
村
な

ど
の
自
治
体
で
は
︑
指
定
避

難
所
の
状
況
は
把
握
で
き
て

も
︑
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ

　

と
こ
ろ
で
︑
熊
本
県
ト
協

事
務
局
に
お
け
る
震
災
対
応

体
制
は
表
の
通
り
と
な
っ
た
︒

こ
こ
で
は
︑
熊
本
県
ト
協
事

務
局
に
お
け
る
本
震
発
生
を

た
指
定
外
避
難
所
を
全
て
把

握
す
る
こ
と
が
難
し
く
︑
ま

た
︑
地
震
で
道
路
・
橋
梁
が

破
壊
さ
れ
た
た
め
に
配
送
手

段
の
確
保
も
困
難
で
あ
っ
た
︒

そ
の
結
果
︑
プ
ッ
シ
ュ
型
輸

送
に
よ
っ
て
大
量
の
緊
急
物

資
が
一
次
集
積
拠
点
を
経
て

受
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
す
る
︒

　

ま
ず
︑熊
本
県
ト
協
で
は
︑

熊
本
市
の
要
請
に
基
づ
き
︑

４
月
17
日
～
５
月
５
日
に
か

け
て
吉
住
専
務
理
事
を
は
じ

め
と
し
た
４
人
を
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
や
熊
本
市
総
合
屋
内
プ

ー
ル
（
ア
ク
ア
ド
ー
ム
）
な

ど
に
派
遣
︒
吉
住
専
務
理
事

が
物
資
拠
点
に
お
け
る
総
括

的
な
対
応
に
あ
た
っ
た
ほ
か
︑

派
遣
さ
れ
た
事
務
局
員
が
支

援
物
資
の
受
け
入
れ
や
入

庫
︑
保
管
管
理
・
出
庫
作
業

・
車
両
お
よ
び
外
部
者
の
誘

導
に
あ
た
っ
た
︒

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
︑
本

震
の
発
生
以
降
︑
熊
本
市
内

に
は
県
下
の
避
難
者
18
万
人

中
約
11
万
人
が
集
中
し
て
お

り
︑
緊
急
物
資
輸
送
は
待
っ

二
次
集
積
拠
点
へ
と
輸
送
さ

れ
た
も
の
の
︑
こ
こ
で
滞
留

し
て
し
ま
い
︑
結
果
と
し
て

指
定
外
避
難
所
な
ど
へ
緊
急

物
資
が
行
き
渡
ら
な
い
事
態

が
発
生
し
た
︒
さ
ら
に
︑
二

次
集
積
拠
点
に
は
物
流
専
門

家
が
少
な
く
︑
そ
の
た
め
に

物
資
の
仕
分
け
作
業
が
滞
る

こ
と
も
あ
っ
た
︒

　

熊
本
県
ト
協
で
は
今
回
の

経
験
を
踏
ま
え
︑
地
震
発
生

に
備
え
て
対
応
す
べ
き
課
題

を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

る
︒

①
一
次
集
積
拠
点
ま
で
の
輸

送
は
︑
道
路
損
壊
が
な
い
限

り
ト
ラ
ッ
ク
協
会
傘
下
の
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
で
問
題
な
く
対

応
で
き
る
︒
た
だ
し
︑
一
次

集
積
拠
点
と
し
て
条
件
の
整

っ
た
施
設
の
確
保
が
重
要
で

あ
る
︒

②
一
次
集
積
拠
点
が
運
輸
業

の
施
設
で
あ
れ
ば
︑
物
流
専

門
家
が
緊
急
物
資
輸
送
を
担

当
す
る
の
で
︑
問
題
は
少
な

い
︒
一
方
︑
公
的
施
設
等
の

場
合
︑
管
理
運
営
が
難
し
い

た
め
︑
物
流
専
門
家
の
早
期

確
保
が
重
要
で
あ
る
︒

③
二
次
集
積
拠
点
か
ら
避
難

所
ま
で
の
輸
送
が
大
き
な
問

題
と
な
る
︒
ま
ず
︑
各
市
町

村
の
拠
点
の
確
保
が
難
し

く
︑
ま
た
二
次
集
積
拠
点
の

管
理
運
営
︑
避
難
所
へ
の
配

送
も
困
難
と
な
る
︒
輸
送
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
は
︑
物

流
専
門
家
の
早
期
確
保
が
重

要
に
な
る
︒

た
な
し
の
状
況
で
あ
っ
た
︒

４
月
18
日
㈪
に
は
１
０
３
台

も
の
ト
ラ
ッ
ク
が
市
内
の
集

約
拠
点
に
緊
急
物
資
を
輸
送

し
た
︒
そ
の
後
も
プ
ッ
シ
ュ
輸

送
で
次
々
と
物
資
が
運
ば

れ
︑
熊
本
県
ト
協
か
ら
派
遣

さ
れ
た
４
人
は
熊
本
市
職
員

と
共
同
で
︑
24
時
間
体
制
で

荷
受
け
や
仕
分
け
な
ど
の
業

務
に
あ
た
っ
た
︒
最
初
の
１

週
間
は
ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休

状
態
で
︑
慌
た
だ
し
く
対
応

し
て
い
っ
た
︒
23
日
に
は
︑

熊
本
市
は
集
約
拠
点
に
お
け

る
物
資
管
理
業
務
を
サ
ン
コ

ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱
に
委
託
︒
以
降
︑
熊
本
県

ト
協
で
は
同
社
と
連
携
し
て

集
約
拠
点
の
運
営
に
あ
た
っ

た
︒
５
月
連
休
明
け
ま
で
は

忙
し
く
稼
働
し
て
い
た
が
︑

事
態
の
鎮
静
化
と
と
も
に
緊

急
物
資
の
輸
送
量
も
減
少
し

た
こ
と
も
あ
り
︑
熊
本
県
ト

協
事
務
局
は
６
月
に
Ｋ
Ｋ
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
か
ら
撤
退
し
た
︒

　

一
方
︑
髙
木
常
務
理
事
や

上
野
事
務
局
次
長
ら
は
事
務

局
に
留
ま
り
︑
緊
急
物
資
輸

送
を
行
う
車
両
の
手
配
に
追

わ
れ
て
い
た
︒
本
震
発
生
を

境
に
被
災
者
が
急
増
し
︑
指

定
外
避
難
所
な
ど
が
次
々
と

で
き
た
が
︑
ま
ず
は
指
定
さ

れ
て
い
る
避
難
所
を
優
先
に

緊
急
物
資
輸
送
が
行
わ
れ

た
︒
そ
の
た
め
︑
18
日
以
降

﹁（
指
定
外
避
難
所
に
）
緊

急
支
援
物
資
が
届
い
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
﹂
と
い
う
マ

ス
コ
ミ
の
取
材
が
増
加
し
︑

通
常
業
務
に
支
障
を
来
す
事

態
と
な
っ
た
︒
マ
ス
コ
ミ
対

応
の
中
心
と
な
っ
た
髙
木
常

務
理
事
は
︑﹁
取
材
対
応
し

て
い
る
間
は
︑
私
た
ち
の
業

務
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い

ま
す
︒
例
え
ば
事
務
所
内
を

﹃
関
係
者
以
外
立
入
禁
止
﹄

と
し
て
規
制
を
か
け
る
な

ど
︑
業
務
を
止
め
な
い
た
め

の
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
﹂
と
︑
マ
ス
コ
ミ
対
応
の

重
要
性
を
説
い
た
︒

　

４
月
14
日
の
前
震
か
ら
始

ま
っ
た
熊
本
地
震
の
発
生
か

ら
１
年
が
過
ぎ
た
︒
熊
本
県

ト
協
で
は
︑
こ
れ
か
ら
こ
の

１
年
間
の
経
験
を
取
り
ま
と

め
︑
災
害
対
策
強
化
に
向
け

た
様
々
な
方
策
を
検
討
し
て

い
く
︒
そ
の
中
で
︑
最
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
が
︑
よ

り
地
域
の
実
態
に
合
っ
た
協

定
書
を
策
定
し
︑
県
な
ど
と

の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
だ
と
い
う
︒

　

熊
本
地
震
に
お
い
て
は
︑

県
の
一
時
集
積
拠
点
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
た
グ
ラ
ン
メ

ッ
セ
熊
本
が
本
震
に
よ
っ
て

使
用
不
可
能
と
な
っ
た
︒
Ｋ

Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
は
運
動
競
技
場

で
あ
り
︑
物
流
倉
庫
と
し
て

の
使
い
勝
手
は
決
し
て
良
く

な
い
︒
利
便
性
の
高
い
倉
庫

な
ど
の
民
間
施
設
は
普
段
か

ら
稼
働
し
て
お
り
︑
災
害
時

に
物
流
施
設
と
し
て
転
用
す

る
の
は
難
し
い
︒そ
の
た
め
︑

事
前
に
定
め
ら
れ
た
一
次
集

積
施
設
が
使
用
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
に
は
︑
難
の
あ
る

施
設
で
乗
り
切
っ
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
︒
し
か
し
︑
そ

れ
で
は
効
率
が
悪
く
な
り
︑

一
刻
を
争
う
緊
急
物
資
輸
送

に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
︒

　

そ
こ
で
︑
熊
本
県
ト
協
で

は
︑
近
隣
県
と
の
連
携
に
よ

り
広
域
利
用
の
で
き
る
一
次

集
積
拠
点
の
整
備
を
提
言
す

る
ほ
か
︑
緊
急
時
に
活
用
で

き
る
施
設
の
リ
ス
ト
を
準
備

し
て
お
く
必
要
性
に
も
言
及

し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
災
害
発
生
時
に
お

け
る
協
力
事
業
者
の
担
当
者

や
行
政
の
担
当
者
な
ど
と
い

っ
た
情
報
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

し
て
お
き
︑
い
つ
い
か
な
る

時
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を

訴
え
て
い
る
︒
担
当
者
は
人

事
異
動
な
ど
に
よ
り
入
れ
替

わ
っ
て
い
く
が
︑
リ
ス
ト
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
怠
っ
て
い
る
と

担
当
者
デ
ー
タ
の
更
新
が
行

わ
れ
な
い
た
め
︑
発
災
時
に

素
早
い
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒

　

さ
ら
に
︑
会
員
事
業
者
の

協
力
体
制
を
再
確
認
し
て
お

く
こ
と
も
重
要
だ
と
い
う
︒

熊
本
県
ト
協
で
は
︑
災
害
時

に
お
け
る
会
員
事
業
者
の
協

力
可
能
車
両
数
を
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
把
握
し
て
い

た
が
︑
会
員
事
業
者
自
身
も

被
災
者
で
あ
る
こ
と
︑
ま
た

当
日
の
輸
送
可
能
車
両
の
情

報
収
集
が
困
難
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
︑
協
会
事
務
局

は
車
両
確
保
に
苦
労
し
た
︒

　
　
　
　
　

＊

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発

生
か
ら
22
年
が
過
ぎ
︑
未
曽

有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
６

年
が
過
ぎ
た
︒
私
た
ち
は
災

害
に
直
面
し
た
際
に
は
災
害

へ
の
備
え
を
行
っ
て
き
て
は
い

る
が
︑
そ
れ
が
﹁
喉
元
過
ぎ

れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
﹂
に
な
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
︒
災
害

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
︑
常
日

頃
か
ら
災
害
へ
の
意
識
を
持

続
さ
せ
な
が
ら
対
策
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
で
︑﹁
次
の
災

害
﹂
が
起
こ
っ
た
際
に
も
迷

う
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
的

確
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
行
動

こ
そ
が
︑
被
災
者
の
命
を
守

る
の
で
あ
る
︒

（
取
材
協
力
）（
公
社
）
熊

本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

住
永

豊
武
会
長
︑
吉
住
潔
専
務
理

事
︑
髙
木
良
一
常
務
理
事
︑

上
野
隆
徳
事
務
局
次
長
兼
総

務
課
長

　

４
月
16
日
㈯
１
時
25
分
︑

深
夜
の
熊
本
地
方
を
再
び
激

し
い
揺
れ
が
襲
っ
た
︒
前
震

を
上
回
る
強
さ
と
な
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
（
本
震
）

の
地
震
に
よ
り
︑
益
城
町
で

は
２
度
目
と
な
る
震
度
７
を

観
測
︒
ま
た
︑
西
原
村
で
も

震
度
７
を
観
測
し
た
ほ
か
︑

南
阿
蘇
村
︑
菊
池
市
︑
宇
土

市
︑
大
津
町
︑
嘉
島
町
︑
宇

城
市
︑
合
志
市
︑
熊
本
市
で

は
震
度
６
強
を
観
測
し
た
︒

今
回
の
熊
本
地
震
は
︑
震
度

７
が
短
期
間
に
２
回
も
記
録

さ
れ
る
と
い
う
前
例
の
な
い

地
震
と
な
っ
た
︒そ
の
た
め
︑

前
震
に
は
耐
え
た
が
本
震
で

大
破
し
た
り
︑
倒
壊
し
た
家

も
少
な
く
な
か
っ
た
︒
本
震

発
生
後
に
は
避
難
者
数
が
激

増
し
︑
ピ
ー
ク
時
に
は
18
万

３
８
８
２
人
も
の
避
難
者
が

避
難
所
に
殺
到
し
た
（
４
月

17
日
）︒
こ
う
し
た
状
況
を

受
け
︑
政
府
非
常
災
害
対
策

本
部
は
︑
被
災
地
か
ら
の
要

《第1部》熊本県トラック協会における熊本地震発生時の取り組み

2度の激震 想定外の事態に直面しながら緊急物資輸送を遂行
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
立
ち
向
か
う
た
め

広
域
連
携
視
野
に
体
制
強
化
へ

国および全国の
関係団体
関係事業者
（品目・食料）

国および全国の
関係団体
関係事業者

（品目・食料以外）

国および全国の
関係団体
関係事業者

日本通運
鳥栖流通センター
（佐賀県鳥栖市）

日本通運
熊本

ターミナル

市町村
搬入拠点

（4月18日1日当たり103台）
熊本市
搬入拠点

（KKWING）
※

久留米
倉庫

アクア
ドーム

北区
役所 城彩苑

南区
役所

東部浄化
センター

熊本市の場合大半がこのルート

大手物流事業者、全ト協傘下物流事業者がトラック輸送

各避難所
避難者約７万人

熊本市内
指定避難所
250か所
指定外避難所
（箇所数不明）
避難者約11万人

一次集積拠点

二次集積拠点

課題となった輸送

ヤマト運輸
ロジクロス
福岡久山

（福岡県・久山町）

物流事業者
トラック輸送

自衛隊、物流事業者
がトラック輸送

自衛隊、物流事業者
がトラック輸送

物流事業者
トラック輸送

※容量オーバーのため、不急品を一次保管出典：熊本県トラック協会資料より作成

物流事業者
トラック輸送

図２　熊本地震における緊急支援物資輸送の仕組み（実際）

物資支援（食料）

物資支援（食料以外）

支援物資全般

◎プッシュ型支援による救援物資輸送

物流事業者
トラック輸送
物流事業者
トラック輸送

物流事業者
トラック輸送
物流事業者
トラック輸送

関係団体
関係事業者

広域物資拠点
グランメッセ熊本

※

※グランメッセ熊本は、本震の際に天井が落下したため、使用不可となった

指定配送拠点 各避難所

図１　熊本地震における緊急支援物資輸送の仕組み（事前想定）

物資支援

表  　熊本県ト協事務局における震災対応体制
担 当 者 役 割

専務理事 物資拠点での総括的な対応
常務理事、事務局次長、業務支
援課長 車両手配・マスコミ対応

適正化事業課、業務支援課（男
性職員） 物資拠点での対応

各課女性職員 震災対応および通常業務

特集 「熊本地震発生から1年」

1 

前
震
発
生
（
４
月
14
日
）

全
ト
協
と
連
携
し
速
や
か
に
災
害
対
策
本
部
設
置

東
京
と
連
絡
取
り
合
い
災
害
対
応
を
進
め
る

2 

本
震
発
生
（
４
月
16
日
）

3 

熊
本
県
ト
協
事
務
局
に
お
け
る
震
災
対
応
体
制

4 

熊
本
地
震
か
ら
１
年
を
迎
え
て

家
屋
倒
壊
な
ど
に
よ
り
避
難
者
が
急
増

課
題
と
な
っ
た「
指
定
外
避
難
所
ま
で
の
物
資
輸
送
」

集
約
拠
点
で
の
不
眠
不
休
の
物
資
受
け
入
れ

マ
ス
コ
ミ
取
材
に
よ
り
業
務
が
滞
る
事
態
に

担
当
者
リ
ス
ト
の
更
新
が
迅
速
対
応
に
繋
が
る

広
域
利
用
可
能
な
一時
集
積
拠
点
整
備
を
提
言
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昨
年
４
月
14
日
の
前
震
に

見
舞
わ
れ
た
時
に
は
︑﹁
ま

さ
か
こ
の
後
に
本
震
が
来
る
﹂

と
は
全
く
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
︒
４
月
16
日
深
夜
︑

県
南
部
の
八
代
市
で
宿
泊
し

て
い
る
時
に
︑
本
震
の
猛
烈

な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
︒

地
割
れ
が
起
こ
る
な
ど
道
路

は
各
所
で
寸
断
さ
れ
て
お

り
︑
苦
労
し
て
な
ん
と
か
益

城
町
に
戻
り
ま
し
た
︒

　

私
が
経
営
し
て
い
る
益
城

町
の
ホ
テ
ル
に
は
︑
住
民
２

０
０
０
人
が
避
難
し
て
き
て

被
災
者
の
生
命
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

熊
本
の
復
興
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む

は
国
内
輸
送
の
91
％
を
担
っ

て
お
り
︑
特
に
災
害
発
生
時

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
被
災
者
の

生
命
維
持
の
カ
ギ
を
握
っ
て

い
ま
す
︒
関
係
自
治
体
・
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
︑
円

滑
な
緊
急
物
資
輸
送
の
実
施

に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
会
員

事
業
者
の
皆
様
の
協
力
な
く

し
て
は
手
も
足
も
出
な
い
と

い
え
ま
す
︒
今
回
の
地
震
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
会
員

事
業
者
も
少
な
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
︑
そ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
も
被
災
者
の
命
を
救
う

べ
く
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た

ら
れ
た
会
員
事
業
者
の
皆
様

方
に
︑
厚
く
敬
意
を
申
し
上

げ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
国
や
県
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
各

都
道
府
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
皆
様
方
に
も
物
心
と
も
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
︑
こ
れ

ほ
ど
感
謝
の
気
持
ち
︑
想
い

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
︒

　

今
回
の
地
震
を
受
け
︑
熊

本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
し
て

は
︑
緊
急
物
資
の
一
次
集
約

拠
点
に
な
り
得
る
よ
う
な
施

設
が
整
備
で
き
な
い
か
と
︑

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
︒

ま
た
︑
将
来
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
な
ど

を
視
野
に
︑
熊
本
だ
け
で
は

な
く
九
州
全
体
で
の
災
害
拠

点
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
︒

　

熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
︒
改
め
て
︑

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
全

国
の
皆
様
方
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
︑
熊

本
県
ト
協
と
し
て
は
今
後
も

熊
本
の
復
興
に
貢
献
で
き
る

よ
う
︑
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す
︒

い
ま
し
た
が
︑
そ
れ
だ
け
の

人
数
分
の
食
事
を
賄
え
る
だ

け
の
食
糧
が
な
か
っ
た
た
め
︑

発
災
直
後
は
食
糧
調
達
に
追

わ
れ
ま
し
た
︒
主
要
道
路
が

寸
断
さ
れ
て
交
通
が
麻
痺
し

て
い
る
中
で
も
︑
福
岡
の
事

業
者
が
︑
本
震
翌
日
の
17
日

午
後
に
パ
ン
を
︑
翌
18
日
に

は
ご
飯
を
届
け
て
く
れ
て
︑

大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し

た
︒
そ
の
後
も
︑
協
会
会
員

事
業
者
の
皆
様
に
は
緊
急
物

資
輸
送
に
尽
力
し
て
い
た
だ

き
︑
非
常
に
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
︒

　

そ
の
後
︑
協
会
事
務
局
の

フ
ォ
ロ
ー
等
も
あ
り
︑
５
月

の
連
休
ま
で
は
行
政
や
自
治

体
︑
議
会
な
ど
に
要
請
・
協

議
を
行
う
た
め
︑
連
日
訪
問

を
行
い
ま
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク

表  平成 28 年熊本地震の概要
前　震 本　震

発生日時 平成28年4月14日
21時26分

平成28年4月16日
1時25分

震源地 熊本県熊本地方 熊本県熊本地方
マグニチュード 6.5 7.3

震度7を観測した地点 益城町 益城町、西原村
※�平成 29 年 4 月12 日 24 時現在、震度 1 以上を観測する地震が 4,296 回発生。

被害状況 全域 熊本県内

（政府非常災害対
策本部資料より作
成、平成29年4月
13日18時00分現
在）

死者（人） 228 225
重傷（人） 1,149 1,130
軽傷（人） 1,604 1,552

建物被害
（住宅被

害、棟）

全壊 8,697 8,688
半壊 34,037 33,809

一部破損 155,902 147,563

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長　

住
永 

豊
武

《第2部》写真で見る・熊本地震における緊急支援物資輸送の記録

政府主導のプッシュ型輸送を受け、被災者が待つ避難所へ
特集 「熊本地震発生から1年」

KKWING・熊本県民総合運動公園城彩苑（熊本城・桜の馬場の観光施設）アクアドーム（熊本市総合屋内プール）

今
も
残
る
地
震
の
爪
跡

△�熊本城は被害が大きく、現在も立ち入り禁止
区域が多い。完全な修復には20年以上かか
るともいわれている（平成29年3月24日）

２度の震度７に見舞われた益城町は、最も被害の大きかった地区の１つ。１
年前（写真右㊤：平成28年4月24日）に通過した交差点は倒壊した家屋があ

り警察官の誘導で徐行した。1年経って（写真右㊦：平成29年3月24日）同じ場所に訪れると、交
差点の周辺はほとんど更地になっていた。また、同町内では、更地が目立つほか（写真左㊤：平成
29年3月24日）、いまだ撤去作業に至っていない家屋も見られた（写真左㊦：平成29年3月24日）

△�被災地で活躍したトラック（写真右㊤・㊦：平成28年4月24日）
自衛隊の車両が目立った（写真左㊤：平成28年4月24日）駐車場も、今年は一般車両が駐車
する平常を取り戻した（写真左㊦：平成29年3月24日）

△�一次集積所から避難所までの中間に設けられた集積所。熊本市中央区の避難所向けの施設と
なった熊本城・桜の馬場「城彩苑」は、自衛隊と民間トラック運送事業者の協力で輸送が進め
られた（写真㊤：平成28年4月24日）。屋根付きの二輪車の駐輪場を利用してアイテムごとに仕
分けられ、避難所からの要請に従い物資を輸送（写真㊦3点：平成28年4月24日）。1年が過ぎ、
観光施設として観光客が訪れるなど、通常の役割に戻った（写真左㊦：平成29年3月24日）

△�熊本市の物資集積拠点であるKKWINGには、熊本市からの要請に基づき、4月17日から5月5日
までの間、熊ト協は吉住潔専務理事をはじめとする4人体制で市の災害対策本部に常駐し、支
援物資の受け入れ、入庫・保管・出庫管理にあたった。なお、KKWINGだけでは対応できず、
のちにアクアドームへ市の一次集積拠点が拡大したという（平成28年4月24日）

△�本来倉庫使用を想定していないスタジアムに物資を集積したことから、風雨から物資を守るた
めにシートで覆うなどの工夫を施して対応した。また、スタジアム内のグラウンドを使用でき
ないため、グラウンド外周に物資を配置しなければならず、物資の把握、移動など困難を極
めた。ボランティアの活躍もあったが、災害時にあってこそ効率・省力化が求められることか
らパレット化しリフトが使用可能な荷役にすることは今後の重要な課題となる（平成28年4月
24日）

△�南阿蘇村では、道路が崩落しいまだに通行
止めとなっている箇所が点在している（平成
29年3月24日）

△�熊本県ト協会館の階段踊り場の壁に入った
亀裂（平成29年3月24日）

△�熊本と大分を結ぶ国道57号は4月16日未明の本震後に斜面崩壊が原因で阿蘇大
橋が崩落し、通行止めが続いている（平成29年3月24日）

△�KKWINGで対応が困難となったことから設置された一次集積所の熊本市総合屋内プール「アク
アドーム」（写真3点：平成28年5月20日、右㊦：平成29年3月24日）。中央に深いプールがあ
るため、プールを避けて物資を保管した

平成28年4月平成28年4月

平成28年4月

平成29年3月

平成29年3月

平成29年3月

平成28年5月

平成29年3月

益城町

熊本市熊本市
城彩苑城彩苑 熊本 IC熊本 IC

益
城
熊
本
空
港
Ｉ
Ｃ

益
城
熊
本
空
港
Ｉ
Ｃ
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植木 IC植木 IC
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▲阿蘇山

熊本市総合屋内プール
（アクアドーム）

熊本市総合屋内プール
（アクアドーム）

熊本駅

前震 M6.5 最大震度 7

熊本地震 被災地の概要

甲佐町甲佐町

西原村西原村

大津町大津町

本震 M7.3 最大震度 7
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九
州
新
幹
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グランメッセ熊本グランメッセ熊本
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▽ 

ま
ず
、
御
社
の
成
り
立
ち

に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

坂
本
社
長　

当
社
は
昭
和
28

年
に
創
立
し
ま
し
た
︒
当
社

は
古
く
か
ら
︑
大
阪
か
ら
奈

良
県
全
域
へ
の
貨
物
輸
送
定

期
便
を
中
心
に
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
︒
現
在
は
︑
本

社
営
業
所
の
ほ
か
に
︑
奈
良

県
内
に
４
営
業
所
を
構
え
て

い
ま
す
︒
ち
な
み
に
︑社
名
の

﹁
や
ま
と
﹂
は
︑
当
社
の
事

業
エ
リ
ア
で
あ
る
奈
良
県
が

古
く
か
ら
﹁
大や

ま

と和
﹂
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
付
け
ら

れ
た
も
の
で
す
︒

　

さ
て
︑
大
阪
は
﹁
キ
タ
・

ミ
ナ
ミ
﹂
と
呼
ば
れ
る
二
大

繁
華
街
を
擁
し
て
い
ま
す

が
︑
当
社
の
本
社
営
業
所
は

ミ
ナ
ミ
の
地
域
に
含
ま
れ
る

大
阪
市
中
央
区
に
あ
り
ま

す
︒
こ
の
エ
リ
ア
に
は
百
貨

店
が
多
く
︑
か
つ
て
は
百
貨

店
の
商
品
を
大
阪
か
ら
奈
良

県
全
域
へ
と
配
送
す
る
仕
事

を
多
く
手
が
け
て
い
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
１
９
９
０
年
代
か

ら
の
長
引
く
不
況
に
伴
い
︑

百
貨
店
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
︑
百
貨
店
同

士
の
統
合
が
相
次
ぎ
ま
し

た
︒
そ
れ
に
つ
れ
て
︑
当
社

に
お
け
る
百
貨
店
の
商
品
配

送
の
仕
事
は
減
少
し
て
い
き

ま
し
た
︒

　

高
度
成
長
期
に
奈
良
県
北

部
が
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

発
展
し
て
い
く
と
︑
荷
物
の

輸
送
量
が
増
え
て
く
る
一
方

で
︑
多
く
の
大
手
運
送
会
社

が
奈
良
県
に
進
出
し
て
き
ま

し
た
︒
当
社
は
西
濃
運
輸
㈱

の
代
理
店
と
し
て
︑
西
濃
運

輸
奈
良
支
店
ま
で
運
ば
れ
て

き
た
荷
物
を
県
内
各
所
に
輸

送
す
る
仕
事
も
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒

　

当
社
で
引
越
事
業
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
52
年
か

ら
で
す
︒
現
在
︑
全
国
引
越

▽ 

引
越
安
心
マ
ー
ク
取
得
ま
で

の
過
程
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

坂
本
社
長　

当
社
は
︑
引
越

安
心
マ
ー
ク
認
定
申
請
前
か

ら
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ

マ
ー
ク
事
業
所
）
で
あ
っ
た

た
め
︑
認
定
取
得
に
際
し
て

新
た
に
行
っ
た
取
り
組
み
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

た
だ
︑
引
越
安
心
マ
ー
ク
事

業
者
に
認
定
さ
れ
る
と
︑
引

越
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
一

般
消
費
者
か
ら
は
﹁
安
全
・

安
心
﹂
へ
の
期
待
が
一
段
と

高
ま
り
ま
す
︒
こ
う
し
た
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
︑

ま
た
当
社
の
社
員
が
引
越
安

心
マ
ー
ク
事
業
者
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
思
わ

れ
る
よ
う
に
︑
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
︒

▽ 

引
越
安
心
マ
ー
ク
取
得
後

の
変
化
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

坂
本
社
長　

引
越
安
心
マ
ー

ク
事
業
者
に
認
定
さ
れ
て
︑

ま
ず
当
社
で
は
引
越
輸
送
を

行
う
車
両
に
﹁
引
越
安
心
マ

ー
ク
﹂
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

り
ま
し
た
︒
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の

意
識
が
変
わ
り
︑﹁
こ
れ
ま
で

よ
り
も
一
層
丁
寧
な
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と

い
う
自
覚
が
生
ま
れ
ま
し

た
︒
こ
う
し
た
こ
と
も
影
響

し
て
か
︑
お
客
様
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
は
引
越
安
心
マ
ー
ク

取
得
前
よ
り
も
減
少
し
ま
し

た
︒

　

ま
た
︑
営
業
の
ス
タ
ッ
フ

は
︑
名
刺
に
﹁
引
越
安
心
マ

ー
ク
﹂
の
シ
ー
ル
を
貼
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
︒
営
業
の

際
に
︑
初
め
て
マ
ー
ク
を
目

に
し
た
お
客
様
か
ら
マ
ー
ク

の
意
味
を
聞
か
れ
る
こ
と
も

多
く
︑
そ
の
際
は
引
越
安
心

マ
ー
ク
認
定
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
︒﹁
引
越
安
心
マ
ー

ク
﹂
の
意
味
や
︑
当
社
が
引

越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
に
認

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
お
客
様
は
︑
安
心
し
て
当

社
に
仕
事
を
任
せ
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

専
門
協
同
組
合
連
合
会
に
加

盟
し
︑﹁
ハ
ト
の
マ
ー
ク
の
引

越
セ
ン
タ
ー
﹂
大
阪
中
央
セ

ン
タ
ー
と
し
て
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
︒

▽ 

引
越
安
心
マ
ー
ク
取
得
の

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

坂
本
社
長　

当
社
が
引
越
安

心
マ
ー
ク
事
業
者
の
認
定
申

請
を
行
っ
た
の
は
︑
認
定
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
26

年
で
す
︒
当
社
は
以
前
か
ら
︑

﹁
安
全
・
安
心
は
わ
が
社
の

基
本
で
あ
る
﹂
を
モ
ッ
ト
ー

に
︑
業
務
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
︒
新
し
く
認
定
制
度
が

始
ま
る
こ
と
を
聞
い
た
時
に
︑

﹁
当
社
に
お
け
る
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
︑
引
越
安
心
マ

ー
ク
事
業
者
と
し
て
認
定
さ

れ
る
こ
と
で
︑
当
社
の
知
名

度
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
﹂
と
考
え
︑
認
定
申
請

を
決
断
し
ま
し
た
︒

　

消
費
者
は
引
越
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
︑﹁
安
全
・
安
心

・
事
故
（
ク
レ
ー
ム
）
の
な

い
丁
寧
な
仕
事
﹂
を
求
め
て

い
ま
す
︒
常
日
頃
か
ら
安
全

・
安
心
・
丁
寧
な
仕
事
を
行

い
︑
万
一
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ

ら
れ
た
際
に
は
迅
速
に
対
応

す
る
︒
速
や
か
な
︑
そ
し
て

真
摯
な
ク
レ
ー
ム
対
応
が
︑

お
客
様
の
信
頼
感
を
醸
成
し

ま
す
︒
引
越
安
心
マ
ー
ク
事

業
者
に
よ
る
質
の
高
い
引
越

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
お
客
様

が
︑﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
の
あ

る
引
越
事
業
者
に
頼
む
と
安

心
﹂
と
い
う
こ
と
を
周
り
の

方
々
に
口
コ
ミ
で
広
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
︑
引
越
安
心

マ
ー
ク
の
認
知
度
は
徐
々
に

上
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒

▽ 

質
の
高
い
引
越
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
資
す
る
、
人
材
教

育
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

坂
本
社
長　

当
社
で
は
引
越

作
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て

い
ま
す
︒
リ
ー
ダ
ー
に
社
員

教
育
を
行
い
︑
そ
の
内
容
を

他
の
社
員
へ
と
展
開
さ
せ
る

こ
と
で
︑
サ
ー
ビ
ス
品
質
を

維
持
し
て
い
ま
す
︒
引
越
で

は
︑
タ
ン
ス
や
冷
蔵
庫
︑
洗

濯
機
な
ど
︑
大
き
く
て
重
た

い
も
の
を
運
び
ま
す
が
︑
運

ん
で
い
る
途
中
に
落
と
し
た

り
傷
付
け
た
り
し
て
し
ま
う

と
ク
レ
ー
ム
の
原
因
と
な
り

ま
す
︒
そ
こ
で
︑
事
故
の
起

こ
ら
な
い
よ
う
な
荷
物
の
持

ち
方
や
運
び
方
に
つ
い
て
教

育
し
て
い
ま
す
︒

　

当
社
で
は
︑
社
員
に
﹁
ど

う
す
れ
ば
安
全
な
仕
事
が
で

き
る
か
﹂
を
日
々
の
業
務
を

通
じ
て
実
践
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
︒
私
は
︑
常
日

頃
よ
り
﹁
社
員
に
普
通
の
仕

事
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
﹂

と
考
え
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は

当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で

す
が
︑
一
番
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
︒
お
客
様
に
安

全
で
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

引
越
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
に
︑
今
後
も
社
員

教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

▽ 

最
後
に
、
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
に
期
待
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

坂
本
社
長　
﹁
引
越
安
心
マ

ー
ク
の
有
無
﹂
が
︑
引
越
事

業
者
選
び
の
決
め
手
と
な
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
︒
今
は
﹁
価
格
の

安
さ
﹂
が
︑
事
業
者
選
び
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
い
え
ま
す
︒
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
見
積
も
り
サ
イ
ト
の
登

場
に
よ
り
︑
そ
う
し
た
傾
向

が
一
段
と
強
く
な
っ
て
い
ま

す
︒
し
か
し
︑
価
格
が
安
い

と
い
う
こ
と
だ
け
で
事
業
者

を
選
ん
で
し
ま
う
と
︑
利
用

者
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
引

越
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

ず
︑
結
果
と
し
て
利
用
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
︒
引

越
安
心
マ
ー
ク
の
あ
る
事
業

者
に
引
越
を
依
頼
す
る
こ
と

で
︑
安
全
・
安
心
な
引
越
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
︒

　

例
え
ば
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
た
時
に
﹁
引
越

安
心
マ
ー
ク
事
業
者
﹂
が
一

番
上
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
︑
引
越
安
心
マ
ー
ク

の
認
知
度
も
上
が
り
︑
マ
ー

ク
の
有
無
を
決
め
手
に
引
越

事
業
者
を
選
ぶ
消
費
者
が
増

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒

　

引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者

と
し
て
は
︑
ま
ず
は
少
し
で

も
多
く
の
消
費
者
の
皆
様
に

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
価
値
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
︒
そ

の
た
め
︑
全
て
の
引
越
安
心

マ
ー
ク
事
業
者
に
は
丁
寧
な

仕
事
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒
引
越

安
心
マ
ー
ク
事
業
者
が
よ
り

お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
︑
真

っ
先
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
︑
当
社
と
し
て
も

日
々
の
業
務
に
よ
り
一
層
力

を
注
い
で
い
く
つ
も
り
で
す
︒

　

大
阪
市
中
心
部
に
本
社
を

構
え
る
や
ま
と
運
輸
︒
中
心

街
で
引
越
事
業
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
︑
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

る
︑
と
坂
本
社
長
は
語
る
︒

　

例
え
ば
︑
引
越
作
業
で
ト

ラ
ッ
ク
を
長
時
間
駐
車
さ
せ

る
際
に
は
︑
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
近
隣
住
民
に
あ

い
さ
つ
を
し
︑
近
隣
住
民
や

道
路
通
行
者
と
運
ん
で
い
る

荷
物
と
の
接
触
を
防
ぐ
た
め

に
︑
ポ
ー
ル
を
設
置
す
る
な

ど
の
対
策
を
取
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
駐
車
違
反
の
基
準
の

厳
格
化
に
よ
り
︑
長
時
間
ト

ラ
ッ
ク
を
止
め
て
の
作
業
も

難
し
く
な
っ
て
お
り
︑
作
業

員
は
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
作
業
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
い
う
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
の
本
社

営
業
所
は
大
阪
市
中
心
部
に

事
務
所
と
車
庫
を
構
え
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
業
容
拡
大
に

伴
い
同
地
で
車
庫
を
拡
張
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
︒

そ
こ
で
同
社
で
は
︑
車
庫
用

地
の
確
保
を
主
眼
に
平
成
４

年
に
本
社
の
一
部
を
改
装
︒

本
社
の
上
部
に
車
庫
を
配
置

す
る
と
と
も
に
︑
１
階
に
は

ト
ラ
ッ
ク
用
の
リ
フ
タ
ー
を

設
置
︒
リ
フ
タ
ー
を
使
っ
て

ト
ラ
ッ
ク
を
階
上
部
の
広
い

車
庫
に
運
ぶ
よ
う
に
し
た
こ

と
で
︑
大
阪
市
の
中
心
部
で

あ
っ
て
も
２
㌧
車
と
４
㌧
車

計
16
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
駐
車

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
︑
中
心
部
で
の
土
地
の
有

効
利
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
︒

やまと運輸㈱（大阪府）
坂本　龍次　代表取締役社長

苦
労
の
多
い
市
街
地
で
の
引
越
作
業

市
街
地
で
の
車
庫
拡
張
を
図
り
リ
フ
タ
ー
を
活
用

　平成 26 年度に創設された「引越事業者優良認定（引
越安心マーク）制度」。現在、364事業者（１,９52事業所）
が「引越安心マーク事業者」として認定を受け、安心
・安全な引越サービスの提供を行っている。
　本企画では、引越安心マーク事業者における引越サ

ービスのレベルアップに向けた取り組みを紹介する。今
回は、大阪府大阪市に本社を構えるやまと運輸㈱の坂
本龍次代表取締役社長（全日本トラック協会引越部会
副部会長、大阪府トラック協会引越部会部会長）にお
話を伺った。

会社名	 やまと運輸株式会社
代表者	 坂本龍次　代表取締役社長
本社	 大阪府大阪市中央区高津 1-6-12
創立	 昭和 28 年 3 月 12 日
資本金	 4,992 万円
従業員数	 86 人
車両台数	 71 台

企業プロフィール

引越安心マーク認定事業者訪問

消費者の期待に応える「引越安心マーク」
安全・安心・丁寧な仕事を積み重ね　認定事業者の信頼度を高める

やまと運輸㈱（大阪府）

１
階
に
設
置
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
用
の
リ
フ
タ
ー
を
使
い
、ト
ラ
ッ
ク
を
１
階（
写

真
①
）
か
ら
２
階
（
同
②
）
の
車
庫
へ
と
運
ぶ

「安全・安心はわが社の基本である」をモットーに質の高い引越サービスを提供するやまと運輸

①

②

引越作業のリーダーを定め、他の社員へと教育内容を展開させることでサービス
品質を維持している
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国30か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国30か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 酒　田 山形県酒田市宮海字新林 572-15　 0234-33-1770 14

❼ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❽ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❾ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

� 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

食
　
文
　
化

［第25回］

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

労災ひとくちメモ

⑨労災を防ぐために
「安全活動」に取り組みましょう②
〜「KY活動」とは、潜んでいる危険を見つけること〜

　「ついウッカリ・ボンヤリする」、「近道をしたり作
業の省略をするなど横着をする」。このような人の行
動特性が、誤った動作などの不安全な行動（ヒュー
マンエラー）をもたらし、事故や災害の原因となり
ます。

　こうした事故や災害を防止するためには、社員全
員で「KY 活動」（K ＝危険、Y ＝予知）を行うこと
が大切です。

　仕事を始める前に、どんな危険が潜んでいるか、「こ
れは危ない」という危険な箇所について確認し合い
ましょう。

　そして、対策を決め、行動目標や指差し呼称項目
を設定し、一人ひとりが「指差し呼称」で安全を先
取りしながら業務を進めるようにしましょう。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜駐停車編〜
 【解 答】２面に問題
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魚
食
文
化
の
道
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骨
ま
で
う
ま
い｢
お
こ
ぜ｣

　

瀬
戸
内
海
の
各
島
は
︑
今

は
ト
ラ
ッ
ク
の
道
で
結
ば
れ

て
い
る
︒
た
と
え
ば
︑
芸
予

諸
島
の
大お

お
み
し
ま

三
島
は
10
本
の
橋

か
ら
な
る
﹁
瀬
戸
内
し
ま
な

み
海
道
﹂
で
︑
愛
媛
県
今
治

市
︑
広
島
県
尾
道
市
に
繋
が

る
︒
島
の
西
側
に
あ
る
大お

お

山や
ま
づ
み祇
神
社
は
伊
予
の
一
の
宮

で
︑
日
本
総
鎮
守
と
呼
ば
れ

て
全
国
に
１
万
社
以
上
の
分

社
を
も
つ
大
社
だ
︒

　

こ
の
神
社
で
神し

ん
せ
ん饌
に
さ
れ

る
の
は
︑
お
こ
ぜ
︒
祭
神
の

大
山
積
神
は
女
性
で
︑
し
か

も
醜
く
て
嫉
妬
深
い
か
ら
︑

自
分
よ
り
不
器
量
な
お
こ
ぜ

を
前
に
す
る
と
心
を
な
ご
ま

せ
る
の
だ
と
い
う
︒

　

お
こ
ぜ
は
本
州
中
部
以
南

の
海
に
棲
み
︑
カ
サ
ゴ
の
近

縁
種
に
あ
た
る
白
身
魚
︒
顔

な
っ
て
い
る
く
ら
い
だ
︒
薄

造
り
に
し
た
刺
身
は
︑
ふ
ぐ

の
身
の
よ
う
に
美
し
い
半
透

明
︒
こ
り
こ
り
し
た
歯
応
え

が
心
地
よ
く
︑
噛
む
に
つ
れ

て
う
ま
味
と
甘
味
が
広
が
っ

て
く
る
︒
肝
を
溶
き
混
ぜ
た

醤
油
を
つ
け
て
い
た
だ
け
ば
︑

口
福
の
極
み
で
思
わ
ず
目
を

つ
む
っ
て
し
ま
う
︒

　

か
ら
揚
げ
に
す
る
と
︑
身

界
を
創
り
出
す
︒

　

た
だ
し
︑
環
境
変
化
な
ど

か
ら
︑
お
こ
ぜ
の
水
揚
げ
量

は
減
少
傾
向
に
あ
る
︒
現
代

の
漁
業
で
は
海
を
守
ら
ね
ば

い
け
な
い
か
ら
︑
も
ち
ろ
ん

島
人
は
卵
の
孵ふ

か化
や
稚
魚
の

放
流
に
力
を
注
い
で
い
る
︒

こ
ん
な
営
み
が
神
様
の
御
心

に
か
な
う
の
だ
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

は
恐
ろ
し
げ
に
ご
つ
ご
つ
し

て
い
る
し
︑
体
は
ま
る
で
鎧よ

ろ
い

を
付
け
た
よ
う
に
い
か
つ
い
︒

さ
ら
に
︑
背
び
れ
の
ト
ゲ
に

は
強
烈
な
毒
が
あ
っ
て
︑
刺

さ
れ
る
と
半
日
以
上
激
痛
に

苦
し
む
︒

　

だ
が
︑味
は
す
ば
ら
し
い
︒

大
三
島
で
獲
れ
る
お
こ
ぜ
は

と
り
わ
け
お
い
し
い
の
で
︑

旅
館
や
民
宿
の
定
番
料
理
に

が
ふ
っ
く
ら
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
︑
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ

ぷ
り
の
皮
が
︑
も
ち
も
ち
ぷ

り
ぷ
り
と
う
れ
し
い
食
感
︒

じ
っ
く
り
揚
げ
た
兜か

ぶ
と

（
頭
）

や
中
骨
︑
ひ
れ
は
︑
ぱ
り
ぱ

り
し
た
中
に
お
い
し
さ
と
香

ば
し
さ
が
隠
れ
て
い
る
︒
島

の
特
産
の
柑
橘
を
ひ
と
し
ぼ

り
す
れ
ば
︑
瀬
戸
内
海
の
海

幸
と
里
幸
が
見
事
な
味
の
世

❶ ×（法第44条第1号）トンネルは駐停車
禁止であり、車両通行帯がある場合を除くと
いう例外規定はない。
❷ ○（法第2条第1項第18号）駐車とは、車
両等が客待ち、荷待ち、貨物の積卸し、故
障その他の理由により継続的に停止するこ
とをいうが、貨物の積卸しのための停止で
5分を超えない時間内のものは除かれてい
る。 
❸ ○（法第45条第1項第1号）道路に接する
自動車用の出入口から3メートル以内の部
分は駐車は禁止されているが、停車は禁止
されていない。

❹ ○（法第45条第2項）貨物の積卸しを行
なう場合で運転者がその車両を離れないと
きや運転者がその車両を離れたが直ちに
運転に従事することができる状態にあると
きは、車の右側に3.5メートル以上の余地が
なくなる場所でも駐車できる。
❺ ×（保管場所法第11条第2項）政令で定
める特別の用務を遂行するため必要がある
場合その他政令で定める場合を除いて、自
動車は、昼間は12時間以上、夜間は8時間
以上、同じ場所に引き続き駐車をしてはなら
ない。

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00

5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食　堂 平常通り営業

苫 小 牧 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食　堂 平常通り営業

青 森 4月28日（金）17:15～5月  1日（月）  8:30
5月  2日（火）17:15～5月  8日（月）  8:30

盛 岡 5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）  8:00 食　堂 5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）  8:00

仙 台 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食　堂
シャワー

4月28日（金）18:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）18:00～5月  6日（土）  8:00
5月  2日（火）16:30～5月  8日（月）  9:00

酒 田 5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30 平常通り営業（※5月7日（日）のみ休業）

白 河 の 関 4月28日（金）17:30～5月  1日（月）  8:30
5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30

休憩室、コインシャワー、
コインランドリー

4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00

茨 城 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 平常通り営業
矢 板 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 5月  2日（火）22:00～5月  8日（月）11:00
大 宮 平常通り運営 平常通り営業
東 神 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00

新 潟 4月28日（金）19:00～5月  8日（月）  8:00
※5月1日（月）、2日（火）は平常通り運営 シャワー 4月28日（金）18:30～5月  8日（月）  8:00

※5月1日（月）、2日（火）は平常通り営業

金 沢 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食堂・売店
浴室・宿泊

5月  2日（火）14:00～5月  8日（月）  6:00
5月  2日（火）10:00～5月  8日（月）12:00

安 城 4月28日（金）17:00～5月  8日（月）  9:00 4月29日（土）20:30～4月30日（日）10:00
5月  6日（土）20:30～5月  7日（日）10:00

名 古 屋 4月28日（金）20:00～5月  8日（月）  8:00
食　堂
宿　泊
入　浴

4月28日（金）14:30～5月  8日（月）  7:00
4月29日（土）10:00～5月  8日（月）10:00
4月29日（土）  9:00～5月  8日（月）10:00

亀 山 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
食　堂
売　店

浴室・宿泊

5月  2日（火）14:00～5月  8日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）10:00

彦 根 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  9:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食堂・浴室・宿泊 4月28日（金）21:00～5月  1日（月）  8:00

5月  2日（火）21:00～5月  8日（月）  8:00
大 阪 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）
奈 良  ・ 針 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
岡 山 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00

尾 道 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00

シャワー、トイレ、
洗濯機

コンビニエンスストア

5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  8:00

平常通り営業（24時間営業）

三 次 4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  7:00

食　堂

シャワー

4月28日（金）16:00～5月  1日（月）  7:00
5月  2日（火）16:00～5月  8日（月）  7:00
4月28日（金）17:00～5月  1日（月）  7:00
5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  7:00

徳 島 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
食　堂

シャワー、ランドリー、
休憩室

5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）11:00

5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）  9:00

北 九 州 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 シャワー、ランドリー 平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 食堂・浴室
○短縮営業

5月3日（水）～5月7日（日）10:00～22：00
（オーダーストップ 21：30）

諫 早 5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）10:00
食　堂
宿　泊
浴　室

5月  2日（火）14:30～5月  8日（月）10:00
5月  2日（火）10:00～5月  8日（月）15:00
5月  2日（火）20:00～5月  8日（月）10:00

大 分 4月28日（金）21:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）21:00～5月  8日（月）  8:00

4月28日（金）21:00～5月  1日（月）  8:00
5月  2日（火）21:00～5月  8日（月）  8:00

宮 崎 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00 休憩室、シャワー 5月  2日（火）17:00～5月  8日（月）  9:00
鹿 児 島 5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30 コインシャワー 5月  2日（火）17:30～5月  8日（月）  8:30

TS名 給油所
青 森 4月29日（土）18：00～5月 1日（月） 8：00
大 宮 平常通り営業

新 潟 ○短縮営業　
４月29日（土）、30日（日）、5月３日（水）〜５日（金）…8：３０〜17：３０

金 沢
○短縮営業　

４月29日（土）、30日（日）、5月３日（水）〜7日（日）…8：００〜19：００
5月1日（月）、２日（火）…平常通り営業

岡 山
5月  6日（土）20：00～５月  8日（月）  7：00

○短縮営業　
5月2日（火）〜5日（金）…8：００〜18：００

TS名 給油所
尾 道 平常通り営業

三 次 4月29日（土）18：00～5月  1日（月） 7：00
5月  2日（火）20：00～5月  6日（土） 7：00

北 九 州 平常通り営業
大 分 休業中

TS G W 休 業 案 内トラックステーション

（公財）貨物自動車運送事業振興センター（平成29年4月13日現在）（ゴールデンウイーク）

▷�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しまし
た。お持ちの携帯電話のバーコードリーダーを右の QR
コードにかざしてください。

※詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。



平成29年（2017年）4月15日 （8）第2083号（第3種郵便物認可）

▼
上
野
公
園

は
︑
文
化
の

香
り
と
庶
民

の
香
り
が
し

ま
す
︒
国
立
西
洋
美
術
館
は
じ
め
︑

日
本
初
の
動
物
園
な
ど
多
数
の
施
設

が
あ
り
︑
土
日
と
も
な
る
と
︑
大
勢

の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
︒
し
か
し
︑

最
近
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
外
国
人
の

数
が
一
段
と
増
え
︑﹁
こ
こ
が
都
民
の

憩
い
の
場
な
の
か
﹂
と
︑
首
を
か
し

げ
る
場
面
が
あ
り
ま
す
︒
▼
公
園
の

中
央
に
あ
る
噴
水
広
場
の
ま
わ
り
で

は
︑
様
々
な
人
と
出
会
い
ま
す
︒
休

日
に
は
︑
午
前
中
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

す
る
人
と
す
れ
違
い
︑
昼
間
は
大
道

芸
を
す
る
人
︑
コ
ー
ラ
ス
を
す
る

人
︑
車
座
に
な
り
語
り
合
う
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
集
い
ま
す
が
︑夜
の
帳
（
と

ば
り
）
が
お
り
る
と
様
相
が
一
変
し

ま
す
︒
▼
ア
ベ
ッ
ク
が
増
え
て
︑
22

時
を
過
ぎ
る
と
︑
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
弁
当
を
配
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現

れ
て
︑
公
園
近
く
の
飲
食
店
な
ど
か

ら
好
意
で
提
供
さ
れ
た
弁
当
を
配
り

始
め
ま
す
︒
見
る
と
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
鳴
ら
す
鈴
の
音
に
気
付
い
た
ホ

ー
ム
レ
ス
の
人
達
が
木
々
の
中
か
ら

大
勢
集
ま
っ
て
来
る
と
い
う
︑
び
っ

く
り
す
る
光
景
に
遭
遇
し
ま
し
た
︒

▼
今
年
は
︑
桜
の
満
開
が
例
年
と
比

べ
て
１
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
よ
う

で
す
︒
夜
桜
を
見
て
乾
杯
す
る
た

め
︑
新
入
社
員
ら
し
き
人
が
夕
方
ま

で
場
所
の
確
保
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
︒
し
か
し
︑
隅
田
川
の
河
畔
に
目

を
凝
ら
し
て
見
る
と
︑
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
に
鎮
座
し
て
い
る
の
は
ど
う
見
て

も
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
達
︒
仄
聞
（
そ

く
ぶ
ん
）
す
る
と
︑
５
千
円
で
場
所

の
確
保
を
請
け
負
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
︒
臨
時
収
入
と
い
う
訳
で

す
︒
満
開
の
桜
に
喜
ぶ
︑
意
外
な
人

達
を
発
見
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
▼

西
郷
隆
盛
の
銅
像
に
近
い
階
段
の
両

脇
に
は
︑
似
顔
絵
を
描
い
て
い
る
オ

ジ
さ
ん
が
い
ま
す
︒
依
頼
主
の
特
徴

を
見
事
に
と
ら
え
な
が
ら
デ
フ
ォ
ル

メ
化
さ
れ
た
似
顔
絵
に
は
不
思
議
な

魅
力
が
あ
り
ま
す
︒
▼
東
京
国
立
博

物
館
を
正
面
に
見
て
左
側
を
進
む
と

﹁
谷
中
霊
園
﹂
に
行
き
着
き
ま
す
︒

約
10
万
平
方
㍍
の
広
大
な
敷
地
の
中

に
︑
約
７
千
基
の
墓
石
が
な
ら
び
︑

盛
夏
で
も
ひ
ん
や
り
感
が
あ
り
ま

す
︒
横
山
大
観
や
渋
沢
栄
一
も
こ
こ

に
眠
っ
て
い
ま
す
︒
谷
中
霊
園
に
も

立
派
な
桜
の
並
木
が
あ
り
︑
日
中
は

満
開
の
桜
の
下
に
観
光
客
が
列
を
な

し
ま
す
︒
そ
れ
が
暗
闇
に
変
わ
る
頃

に
︑
何
と
墓
石
の
前
で
乾
杯
し
て
い

る
不
届
き
な
連
中
が
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
︒
さ
ぞ
か
し
墓
石
の
下
で

永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
先
達
は
︑
ほ

ぞ
を
か
み
苦
笑
い
を
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
︒
も
し
か
し
た
ら
︑
１
年

に
１
回
の
無
礼
講
と
い
う
こ
と
で
︑

墓
石
の
主
人
も
楽
し
ん
で
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
ね
︒
▼
散
り
際
の
見
事

さ
か
ら
︑
桜
を
愛
し
て
や
ま
な
い
日

本
人
︒
己
の
存
在
感
を
知
り
な
が

ら
︑
平
等
に
花
の
優
し
さ
を
短
期
間

に
知
ら
し
め
散
っ
て
い
く
︒
誰
に
も

真
似
の
出
来
な
い
エ
ン
タ
テ
イ
ナ

ー
︒
桜
の
生
き
様
は
お
見
事
の
一
言

で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・4・15

こ
ち
ら
広
報
室
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トラガールファイル

一つひとつの動作を「指差呼称」で細かく確認！図解【アスファルト原料の荷降ろし】

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげる
このコーナー。第 13 回目は、
「タンクローリードライバー（ア
スファルト輸送）」のお仕事で
す。㈱暁興産（三重県三重
郡）の櫻井千夏さんが登場し
ます。

第１3 回 「タンクローリードライバー（アスファルト輸送）」櫻井 千夏さん（㈱暁興産・三重県）

8:10
　出社。車両点検、アル
コールチェック、点呼を行う。
　点呼の最後には、点呼
執行場に設けられたスペー
スで指差呼称の動作確認
も行う（写真①）。

8:30
　会社を出発（写真②）。

9:00
　荷主先の石油工場へ到
着。アスファルト原料を積
み込む。

9:40
　配送先のアスファルト基地へ。荷降ろしを行う。

10:45
　荷主先の石油工場へ到着。アスファルト原料を積み込む。

11:20
　配送先のアスファルト基地へ。荷降ろしを行う。

12:00
　昼食休憩をとる。

13:00
　午前中と同様、16 :00 頃ま
で荷主⇄配送先間輸送を2
往復行う（3回目、4回目）。

16:30
　帰社。アルコールチェック
（写真③）、日報提出を済ま
せ、運行管理者と翌日の業
務確認を行う（写真④）。

17:00
　退社。

櫻井さんのある１日の仕事の流れ

ダンプ・トレーラ・タンクローリーのドライバーとして数々の資格を取得
育児が一段落、昨春からドライバーに復帰し活躍中 ！

・岐阜県出身。19 歳の頃に街中で見かけた女性トレーラドライバ
ーの姿に憧れ、21 歳になると同時に大型・けん引免許を取得。
それまではホテルのフロント業務をしていたが、同じくトラックドライ
バーをしていた姉の紹介で、ダンプのドライバーに転身し、重機
関連の免許も取得。その後、重機の免許を活かして、愛知県
名古屋市で重機運搬を行う10トントラックドライバーに転職。そ
の後、鉄のインゴッド（原料）を運ぶトレーラドライバーに転職した。
・結婚後もドライバーを続けていたが、子どもを授かるとともに退職。
子育ても落ち着き、ドライバーに復職しようと思ったのが昨年春
のこと。携帯版求人サイトで暁興産の広告を見つけ、社風に惹
かれて応募・採用。
・趣味はガーデニングや家庭菜園で、17 歳と15 歳の 2 人の息
子のお母さん。先日あった息子さんの卒業式には、お休みをも
らって出席した。「働き方を考慮し、子どもの行事も優先させて
くださるので、本当にありがたいです」。

 担当業務：アスファルト輸送
 勤続年数： １年
 取得資格：�大型自動車免許、けん引免許、

車両系建設機械運転技能講習
・丙種危険物取扱者・フォーク
リフト運転技能講習修了

櫻井さんはこんな人！
　アスファルトを輸送するローリー車に乗務する女性ドライ
バーは、全国的にも少ないと思いますが、櫻井さんは、ア
スファルトの転送というお仕事を、高い精度をもって丁寧に
やってくれています。仕事が丁寧な櫻井さんが毎日来てくれ
るということで、荷主さんにも喜んでいただいているので、
会社としても非常に助かっています。櫻井さんという女性ド
ライバーが在籍しているということが、弊社にとって間違い
なくプラスに作用していると思います。
� （営業部 伊藤公一さん）

1フェイスガード付きヘルメットと安全帯
ベストを着用し、手には軍手を装着。

ローリー車を輪止めしたあと、積載物（アス
ファルト原料）の品名・数量を確認する。タ
ンクの残量メーターを確認したところで荷降
ろし開始。

2 軍手から、オイルや熱に強い特殊な手
袋に着け替える。ローリー車の左側部

に格納してあるホースを取り外す。

3ホースをタンクに連結させてから、レ
ンチなどを使ってタンク側のバルブを

開ける。

4 ハシゴを使ってローリー車の上に登り、
マンホールおよびバルブを開ける。ロ

ーリー車から降りてポンプレバーを引き、タン
クへ向けてアスファルト原料を流し込む。流
し込みの所要時間は約 30 分。

5 積載物を全てタンクの中に移し終わっ
たら、バルブを閉める。アスファルトは

常温で固まってしまうため、ホースや配管の
中に残ったアスファルトが固まらないよう、ホ
ースに圧力をかけ、エアーできれいに掃除す
る。

6 掃除が完了したら、ホースを取り外し
て格納する。最後に、タンクのメータ

ーをチェックして作業終了。

（
１
回
目
）

（
２
回
目
）

櫻井さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に 1日密着させていただきました。

伊藤 康彦
代表取締役社長

株式会社暁興産
［代表取締役社長　伊藤康彦］

本社所在地	 三重県三重郡川越町当新田 623
資本金	 6,200 万円
設立	 昭和 46 年
従業員数	 102人（ドライバー65人、うち女性１人）
車両数	 70 台

女性雇用により社内環境のレベルが向上
トラガール第１号を「新しい働き方のモデル」に

伊藤社長に
訊く！

　弊社の経営目的のひとつに、「社員の生活と心の幸福を実現するため、顧客と社会
の進歩・発展に貢献する」ということがあります。会社が存在する目的は、社員がまず、
物質的にも、心の面でも幸せになれるということであり、そのための会社であるべきだと
いうことです。こうした理念によってか、ドライバーの定着率が高いのも弊社の特長です。
　櫻井は、弊社の女性ドライバー第 1号として、「家庭との両立が可能で、身体的負
担の少ないフルタイム勤務」という、弊社における新しい働き方のモデルを確立してくれています。そ
の丁寧な仕事ぶりから、取引先の方にも「ずっと櫻井さんに来てほしい」と言われるほどです。
　また、櫻井の入社によって、周囲の男性ドラ
イバーが以前よりしゃんとしたように思います。「女
性ドライバーがいられる会社」になることで、社
内環境の基準がぐんと上がったことを目に見えて
感じますし、会社としてのレベルを上げるために

も女性雇用は必要です。これからは、ロッカールームなどのハード面でも、女性
が活躍しやすい職場づくりを充実させながら、今後も女性採用を積極的に行っ
ていきたいと考えています。

櫻
さ く ら い

井 千
ち な つ

夏さん

②

① ③

④

★作業効率と安全性を高める自社工場でのカスタマイズ
　同社の工場では、車両の点検・整
備のみならず、4 年ほど前からタンク
内部の配管作業や、タンク・バルブ
の部品製造も行う。アスファルトロー
リーを熟知した元ドライバーもスタッフ
として活躍。社内のドライバー一人ひとりの要望に応え、ハ
シゴの角度を変えたり、配管を改造したりと、同社内でしか
行えない、作業効率アップのための細やかなカスタマイズを
施している。タンクの内部構造の造作においては特許も取得
するなど、工場スタッフが車両の安全性を支えている。

★櫻井さんにも専用のホースを製作 ！
　アスファルト輸送を始めた当初、ホ
ースを少し重たく感じていた櫻井さ
ん。そんな櫻井さんを見て、指導担
当の先輩ドライバーが工場スタッフに
進言し、櫻井さん向けにホース周りを
改良した。まず、持ちやすいよう、ホースをひとまわり細くて
軽いものに変更。さらに、ホースの安定感を考慮して、ホー
スの手前に円筒状の金属を装着し、その先にホースを取り付
ける構造にし、操作性を向上させた。このホースは「櫻井さ
んが少しでも作業をしやすいように」という工夫の賜物だ。

★事故防止のため生み出した発明品の数々
　工場では、数々の「発明」も行わ
れている。車両や輸送現場に合わせた
オリジナルの安全装備を自社で考案・
製作。ローリー車は、車両の上に登っ
ての作業が必要となるため、高所作業
での安定性を高めるための装置「ベル
ブロックスタンド（BBS）」（❶）や、
転落防止のための折り畳み式「電動柵」
（❷）を開発。また、非常に高温（160
～ 180℃）であるアスファルトの荷物
特性を踏まえ、地震や衝撃をジャイロセ
ンサーで感知してアスファルト加熱装置
を制御する「G ブレーカー」（❸）も
開発し、製品の品質と安全を確保している。

★ヒューマンエラーを防ぐ指差呼称
　同社では、指差呼称の徹底を呼び
かけるため、全ドライバー一人ひとり
が指差しポーズをとった写真をボード
に掲出。指差呼称のためのスペース
を設け、出発前点呼の締めくくりには必ず指差呼称の動作確
認を行うなど、「安全の基本」として徹底している。

close-up! 装備で・動作で……安全に万全を期す暁興産の取り組み！



▪ 事故件数
・H27 年 1 ～ 12 月の死亡事故件数と比較すると△ 50 件となっている。
・営業用トラック 1,245,603 台（平成 28 年 3 月現在、トレーラ及び軽自動車を除く）に
　対する１万台当たり死亡事故件数は「2.1」となり、平成 27 年の「2.5」（平成 26 年は「2.7」）
　に対して 0.4 ポイントの減少となる。
・プラン２００９の目標である「2.0」達成のためには、更なる事故防止対策が急務である。

▪ 事故類型別
　

・H28 年 1 ～ 12 月の傾向をみると、「車両相互」が最も多く140 件（54.3％）と半数以
上を占めている。

・次いで、「人対車両」89 件（34.5％）、「車両単独」29 件（11.2％）と続いている。

交通事故統計分析結果〔発生地別〕（概要）全ト協

その他追突：駐・停車中追突：進行中

89件
（34.5％）

死亡事故件数
258件

（平成28年1～12月）

140件
（54.3％）

29件
（11.2％）

車両相互

その他追突：駐・停車中追突：進行中

車両相互
140件

22件
（15.7％）

22件
（15.7％）

追突 44件
（31.4％）

96件
（68.6％）

（件）
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93 83 69 85平成26年 330

▪ 発生地別
・H27 年 1 ～ 12 月の発生地
　別死亡事故件数と比較する
　と、「北海道」、「福岡県」　
　が最も多く＋ 6 件となって
　いる。
　次いで、「埼玉県」、「愛知県」
　がそれぞれ＋5件、「千葉県」
　が＋ 4 件、「福井県」及び「三
　重県」がそれぞれ＋ 3 件と
　なっている。
・一方、「大阪府」が最も少
　なくなっており、△ 12 件
　となっている。
　次いで、「東京都」、「静岡県」がそれぞれ△ 9 件、「神奈川県」が△ 6 件、「茨城県」が△ 5 件となっている。
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▪ 交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）
・事業用トラックが第１当事者となる交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（62                        
　件 ) は、追突事故（44 件）の 1.4 倍。
・左折死亡事故は、８割以上が大型車であり、対自転車（19 件）が対歩行者（７件）の　
　約３倍。
・右折死亡事故は、９割以上が対歩行者（13 件）。

（１）車両区分の事故類型（人対車両）別
・車両区分の事故類型（人対車両）別にみると、「大型」、「中型」、「普通」のいずれも「横
　断中 その他」が最も多く、それぞれ 13 件（31.7％）、13 件（36.1％）、5 件（41.7％）
　となっている。

（２）車両区分の事故類型（車両相互）別
・車両区分の事故類型（車両相互）別にみると、「大型」では「左折時衝突」が最も多く    
　22 件（24.2％）となっている。
・「中型」では「追突　駐・停車中」が最も多く 11 件（23.9％）となっている。
・「普通」では「出会い頭衝突」が最も多く 2 件（66.7％）となっている。
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正面衝突 その他 追突 進行中 追突 駐・停車中
出会い頭衝突 追越・追抜時衝突 進路変更時衝突
すれ違い時衝突 左折時衝突 右折時衝突
転回時衝突 後退時衝突 その他

左折時衝突事故は全て大型車によるもので、22件中19件（86.4％）が対自転車事故
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その他
131件
51％

31件
12％

31件
12％

21件
8％

44件
17％

死亡事故件数
258件

（平成28年1～12月） 交差点―対自転車

交差点―その他

追突

交差点―対歩行者

▪ 事故類型別（車両区分）

掲示用

対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第１当事者となった死亡事故。また、　「車両相互」での第 2 当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む。

事業用トラックが第１当事者となった死亡事故平成28年中


